














































・  史料用語は括弧に入れ，「・・・」で示している． 
・  筆者の造語や強調が必要なとき括弧に入れ，「・・・」で示している． 
・  筆者が染織用語その他を解説・補足する場合には丸括弧に入れ（・・・） で 
・  示している． 
・  引用文は原文のまま記している． 
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図 53. トヨク出土の幡（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6639） 
図 54. 龍円文金襴 （AEDTA 蔵 no. 3270） 
図 55. 鳳凰文金襴 （AEDTA 蔵 no. 3086） 
図 56. 連珠鳳凰雲文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ7606） 
図 57. 七宝繋ぎ地四弁花錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ532） 
図 58. 高昌故城出土 菱繋ぎ四弁花文綾（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ7755） 
図 59. 高昌故城出土 象文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6200） 
図 60. 花鳥文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ162） 
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図 62. 刺繍小袋（韓国国立中央博物館蔵） 
図 63. 高昌故城出土 生命の樹錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ4926a） 
図 64. 天馬文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6991） 
図 65. ペンジケント壁画の衣服の文様  
図 66. モシチェヴァヤ=バルカ出土 ライオン錦（モスクワ考古学研究所蔵 
МБ 422-2846） 
図 67. モシチェヴァヤ=バルカ出土 グリフォン錦（エルミタージュ美術館蔵 
Kz 6762, 6587） 
図 68. 対向するライオン錦（マーストリヒト， St. Servatius 寺院蔵） 
図 69. モシチェヴァヤ=バルカ出土 対孔雀文錦（エルミタージュ美術館蔵 Kz 5075） 
図 70. 対獅文錦（アベック財団蔵 no. 4863a) 
図 71. 内蒙古元集寧路遺址出土 亀甲地グリフォン錦（内蒙古博物館蔵） 
図 72. クルトカ出土 縁飾り円文金襴（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ7443） 
図 73. 高昌故城出土 龍文刻絲（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ535）  
 
地図  1. 三世紀までの三大織物文化圏 
地図  2. 経錦・平地綾の西漸 







表   1. トゥルファン出土染織資料  
Stein 発掘アスターナ出土染織資料 
表   2. トゥルファン出土染織資料  
アスターナ出土綺・綾 
     カラホージャ・アスターナ出土錦 
表   3. トゥルファン出土染織資料（年代順） 
アスターナ出土綺・綾 
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 Stein 1928, pp. 587-718. 中国隊発掘染織資料は第 1編で詳述する．  
5
 Le Coq 1913, pp. 49-52; 勒柯克 1998, pp. 138-142; Bhattachrya-Haesner 2003; Sakamoto 2004b, pp. 
17-43.   
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 これは筆者の調査により判明している．（坂本 1996a, pp. 77-79; Sakamoto 2004b, pp. 17-43） 
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第 1編 シルクロードと染織研究 
 
第 1章 シルクロードにおける織物文化とトゥルファン 
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からも確認することができる（地図 2）．出土資料および遺跡については本章第 3節および第 3
章第 2節で取り扱う． 


























第 2節 ユーラシアの三大織物文化圏 
 
シルクロードに関わる地域を織物文化の観点から眺めると，大きく毛織物文化圏，絹
                                                 
13
 松田 1986, p.170.  
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 内藤 1988, p. 377, p. 382, Iersalimskaja 1996, pp. 292-205 に北コーカサスで発見された 7-9世紀
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 森安 1988, pp. 417-441. 
20
 護 1988，p. 232. ルブルクの通訳が下賜された金襴をキプロスで売り払ったという記録はその
好例である． 



































た．坂本 2004b, p. 1. 
22
 その時期については，第 1編第 3章および注 33で述べるような出土物などの諸条件から，お
よそ 3世紀以前であると筆者は考える． 
23
  Rider 1983, pp. 93-94. 
24
 本論ではモチーフごとに色違いで織り文様が表された織物をこのように呼ぶこととする． 






























                                                                                                                                               
25
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1996, p. 9. 参照）．このように，棉織物は中央アジアにおいては輸入文化であるため，本稿で
はこの地域を棉織物文化圏に含めていない． 
34
 森安 1991, p. 69. 村川 1948, p.199. 
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88-89; Fujii, Sakamoto and Ichihasi 1996, pp. 158-159. 
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毛綴織・絨毯・フェルトが出土している(Rudenko 1970, p. 206)．  
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第 2章 トゥルファン出土染織資料の概観 
 

























1928 年に Innermost Asia で報告した． 
スタイン将来のトゥルファン染織資料の主たるものはアスターナで発掘された．アス
ターナ墓群では Ast. i ~ x と編号されるが，それぞれの古墓の年代を示唆する出土資料
                                                 
67
 1930-31年の第 4次は情況悪化のためほとんど収穫はなかったという．Cf. 渋谷 2000, pp. 
320-323.  
68
 梅村 1996, pp. 86-89; Stein 1928, p. 566.  
69
 Stein 1928, pp. 587-718. 
70
 Stein 1921. 
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 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 18-21. 
  17 
やマニ教の壁画について調査し，研究結果を発表したが，幡以外の染織資料は 1913 年
に発行されたル=コック の Chotschoの中に 20断片が発表されたに過ぎない72．その当
該ページには写真入りで 20 断片の錦・綴織・刺繍・染め物について材質・出土地点が






スナー (Chhaya Bhattacharya-Haesner) によるトゥルファンの幡に関する図像学的研究
と並行して，幡に使用されている染織品についての本格的な調査がようやく行われた74．
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 Le Coq 1913, pp. 49-52; 勒柯克 1998, pp. 138-142. 
73
 Pope & Ackerman 1964, pp. 2030-2031. 
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 Bhattachrya-Haesner 2003.  
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 Schröter 2003, pp. 477-489; Sakamoto & Kimura 2003, pp. 491-496. 
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 大谷探検隊のこの調査に関しては，大谷探検隊自身による報告はないものの，以下のスタイ
ンの報告書の中で言及されている（Stein 1928, p. 587, p. 642）．  
77
 藤枝 1989, p. 110; 吉川 1937, pp. 557-715. 
78
 『西域考古図譜』上 1915, 染織刺繍 1-7. 





























年発掘の 3墓域より各 2基，計 6基 [TAM（アスターナ墓略称）301-306] の染織資料を
含む出土文物が報告された83．発掘簡報によると，染織資料は錦・綺84・絹と麻布が出
                                                 
79
 龍村 1963, pp. 25-44. 
80
 横張 1990, pp. 257-281; 1995, pp. 177-195. 
81
 坂本 1996a, pp. 65-109. 
82
 『中国考古三十年』1981, p. 170. 
83
 新疆維吾爾自治区博物館 1960, pp. 13-21. 
84
 史料上に現れる「綺」の解釈には諸説あり（第 4編第 1章第 4節参照），かつ現代中国語の「綺」
と入り混じって紛らわしい．本稿では中国語の報告書・論文中で用いられた「綺」については
  19 
土し，各資料の文様・色・サイズが示された． 
 1960 年，第 2 次発掘が行われ，30 基の墓 [TAM307-336] が発掘された85．続いて同






 更に年を追って発掘が続けられた．1963 年から 1965 年にかけてアスターナで 42 基
[63TAM1-3, 64TAM4-37, 65TAM38-42]，カラホージャで 14基[64TKM（カラホージャ墓
略称）1-14]の墓が発掘された88．そのうち 45基が調査され，墓は晋から南北朝中期（紀
元 3世紀中葉 - 6世紀初め），南北朝中期から初唐（紀元 6世紀初め - 7世紀中葉），
盛唐（紀元 7世紀中葉 - 8世紀中葉）の三期にわたっていた．染織品としては刺繍・錦・
織成・綺，印花・絞（纐）纈・素絹・彩絵絹等の絹，麻布，棉布，毛織物が発見された． 
 1966年から 1969年にかけてアスターナで 105基の墓を墓番号TAM43-147に編号し，
10基を除いて 95基を発掘，カラホージャで 40基の墓を墓番号 TKM15-54に編号し，









いては第 2編第 3章第 1節で後述する． 




                                                                                                                                               
以下原語の通り記載することとする．  
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 新疆維吾爾自治区博物館 1973, pp. 7-27. 
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 新疆維吾爾自治区博物館 1972b, pp. 7-9, 図 1-8. 
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 1972-1973年，新疆博物館考古隊と吐魯番文物保管所によって第 10次の発掘がアスタ
ーナで行われた91．第 10次は TAM148-157, 159-165, 167-171, 173-190, 194, 195, 200-205, 
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 公式の考古報告はなく，新疆維吾爾自治区博物館の情報提供により染織資料を調査した横張
や筆者による以下の調査報告があるのみである（坂本 2000a, p. 124, pp. 136-137; 横張 2000, p. 
196）．   
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 『絲綢之路』1972.  






第 3章 染織資料調査，研究法の確立と発展 
 





























 『シルクロード学研究』 2000. 
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 武 1992. 
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 『中華文物集刊』1988; 1992.  
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 Falke 1913. 












を置く古代染織研究国際センター (Centre International d’Etude des Textiles Anciens， 略
称 CIETA) が設立された．それは国際学会が創設されたことを意味している．CIETAは
各国毎の活動を学会や CIETA の紀要で一つにまとめることを目的とし，そのためにも



















                                                 
103
 Burnham 1980. 
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 『織物用語集』 1999. 
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元前 1-後 3世紀）やドゥラ=エウロポス（紀元前 3-後 3世紀）の発掘が行われた． 
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 太田 / 佐々木 / 西村 1960.  
107
 佐々木 1976.  
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Claudianus) である．この遺跡は 1988-1990 年に発掘されたエジプト東部砂漠中のロー
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 Pfister 1934; 1937; 1940. Pfister and Bellinger 1945.  
110
 Pfister 1940, pp. 41-42.  
111 Schmit-Colinet, A., Stauffer, A. & Al-As‛ad, Khaled 2000.  
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 Pfister and Bellinger 1945, p. 3.  
  25 
マ時代の石切場で，紅海から 50km，ナイル川から 120kmにある．石切場は 1世紀に始
まり，3世紀中頃まで機能した．織物は 2世紀前半の廃棄物が堆積した中にあった．そ
の織物の中に毛平組織緯錦が 6 点見出された．それらはベンダー=ヨルゲンセン(Lise 





























                                                 
113
 Bender-Jørgensen 2000, p. 257; Ciszuk, 2000, pp. 265-275.  
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20 世紀後半にスタイン収集資料はウイットフィールド(Roderick Whitfield) によって
118，ペリオの収集資料はリブーとヴィアール(Gabriel Vial)によって119，オルデンブルク
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 Лубо-Лесниченко 1997, pp. 27-32, pp. 71-80 pls. 164-217 . 
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 敦煌文物研究所考古組 1992, pp. 55-67, p. 71, pls. 1-4.  
122
 『敦煌北区石窟』2000, pp. 235-236, pls. 15・21・24-25; 2004, pp. 143-146, pls. 10・12-13・15,  
pp. 136-139, pls. 15・18・25-26・28.  
123
 アリバウム 1980; Azarpay 1981.  





ファルケはそれらの出土錦のうち天馬文錦（図 2，挿表 4資料 3）とイベックス（野生
山羊）文の錦を表現様式からペルシア錦（原文 persischer Seidengeweve）としていた125．
続いてスタインはアスターナで発掘した猪頭文錦（図 3）・鳥連珠円文錦（Ast. vii. 1. 01） 
などをイラン文化圏に起源を持つグループに入れた．その際，上に記した錦のような連







ルミタージュ所蔵モシチェヴァヤ=バルカ出土のシムルグ128文錦（図 4, 挿表 4, 資料 1）
やパリの装飾美術館のシムルグ文錦（図 5，挿表 4, 資料 2）・連珠花卉文錦（Ast. i. 1. 
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 Pope & Ackerman 1964, pp. 691-715, PL. 197-202. 
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 Pfister 1948, pp. 59-60.  
131
 Geijer 1964, pp. 14-31.  



















中に相対している構図である（図 6, 挿表 2）．シェパード（D. Shepherd）は，その錦に
                                                 
132
 Martiniani-Reber 1986, pp. 36-60. ペルシア錦に分類されたものにはシリアから来た織工の影
響が残る 6世紀の人面文錦などとペルシア独特の 7世紀の動物文錦がある． 
133
 ギルシュマン 1966, p. 228. 
134
 Falke 1913, P. 81. 
135
 Иерусалимская 1972a, p. 13-14. 1996年論文ではシリアかもしれないと見解を変えている． 
136
 Riboud 1976, p. 28, p. 37. 
137
 Shepherd and Henning 1959, 38-40. 
138
 Frye 1954, pp. 15-16. Marshak 2006, pp. 49-60で，氏はザンダニージーが記述される『ブハラ史』
の著者ナルシャヒー（al-Narshakhī）がザンダニージーは一種の棉布と書いているところから，
それは棉であって絹であるユイの錦は真のザンダニージーではないという説を展開している．







Бентович 1961, p. 77) 10世紀末からザンダニージーは材質が絹から棉に変化したという推定に
同意している．Watt and Wardwell 1997, p. 28にもザンダニージーが絹織物から棉織物を指すよ
うになったという見解が述べられる．原因は異なるかも知れないがトゥルファンにおいて主要
な生産が絹から棉に変化していく過程がみられるのとよく似た現象である．なお，横張は 2006
年ザンダニージーを論じたが 1961年のベレニツキー等と同じ結論である（横張 2006, p. 121）． 
139
 趙 1999, p. 112. 





獅錦（図 7），ヴィクトリア&アルバート美術館の 2 点の対獅錦 (763.1893, 1746.1888)，
ベルリンの国立美術館の対獅錦 (84.225)，ブリュッセルの芸術・歴史ロイヤル美術館の
対獅錦，大英博物館やギメ美術館所蔵の敦煌千仏洞出土の対獅錦（MAS858, Ch00359a）






















                                                 
140
 Shepherd and Henning 1959, pp. 22-37. 
141
 Riboud and Vial 1981, p. 142. 
142
 趙 1999, p. 120. 
143
 Riboud and Vial 1981, p. 143. 
144
 Marshak 2006, p. 60.  
145
 Иерусалимская 1978, pp. 151-157; 雪島 1985, pp. 74-85. 出土資料に東ローマ帝国コインや漢
文書がある． 
146
 Иерусалимская 1972b, pp. 5-33. この論文でモシチェヴァヤ=バルカ出土染織資料の文様とソ
グドの壁画はあまり関係がないと述べている． 
  30 
世紀初めに年代付けられる錦がこの中に入れられている．例えば対孔雀文錦（No. kz 
5075図 69）や連珠対孔雀文錦（No. kz 6981）である．ザンダニージーⅢは文様が単調












ペルシア錦と総称し，次に，6 世紀頃からイスラム文様に変化する 10 世紀頃までにソ
グド地域で織られたと思われる錦をソグド錦と総称する．それらのペルシア錦，および
ソグド錦のうち，精査され，詳しくデータが発表されている錦がある．それらの錦とデ















                                                 
147
 Ierusalimskaya 1996, p. 233, pp. 271-277. 
148
 Винокулова 1957, p. 25. 
149
 Otavsky 1998a, Abbs. 4-6; 許 2002, p. 221, 図 55・61・62. 許は入植ペルシア・ソグド人の作と
見ている． 



















『予言者と国王の歴史』(Kītāb Akhbār al-Rasūl wa-l Mulūk)152，ナルシャヒー(al-Narshakhī)
の『ブハラ史』(Ta’rikh-i-Bukharā )153，イブン=フルダズベー(Ibn Khurdādhbīh)の『道理





その外,サージャント( R. B. Serjeant) が，モンゴル時代までの染織に関する記述を多く
                                                 
150
 村川 1948.  
151







 Powers 1989, 9-10世紀に書かれた年代記である.  
153
 Frye 1954, 10世紀に書かれたイスラム以前とイスラム初期のブハラとその周辺に関する情報
を伝える書である.  
154
 de Joeje 1967, 9世紀に書かれた道里記や郡国誌である.    
155
 Serjeant 1951, p. 81にサーアリビーの著作中の織物に関連した部分の英訳がある．.  
156
 森本 2001. 14世紀に書かれた表題通りの内容に関する書の 1部と前書きである． 




























                                                 
157
 白鳥 1932, pp. 14-20. ゼマルコスの紀行はメナンドロスの書によって伝えられた． 
158
 佐藤 1977, pp. 2-11.  
159
 Лубо-Лесниченко 1961.  
160
 佐藤 1977; 1978.   
161
 「敦煌文書」とは王圓籙によって，敦煌莫高窟中の蔵経洞（ペリオ編号第 163窟，敦煌文物










































                                                                                                                                               
文書類を指す．それらの文書は『大谷文書』に収録される． 
164
 王 1981, pp. 56-62，詳細は後述する． 
165
 Britton 1938. Blair 1998, 164-181.  
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第 2編 カラホージャ・アスターナ出土染織資料 
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 賈 1985, 図版 7-1. 
173
 ホータン市東方にある仏教遺跡で住居跡も発見されている．蚕種西漸伝説の板絵が出土した． 



































すとされる．中錦が中幅の錦であるとすることについては呉 2000, p. 94 参照． 
175
 唐 1985, pp. 146-148; これに先立つ 1981年，唐長孺は日本で出土文書について講演し，「綿




  38 
意味を持つものであった． 
  




 猪頭連珠円文錦（Ast. i.5.03），ユスティニアヌスⅠ世(527-565) 模造金貨伴出（図 3） 
 猪頭連珠円文錦（Ast. i.6.01）178   632年墓誌伴出 
連珠花卉文錦（Ast. i. 1.01）179 
側花連珠円文錦（Ast. ix.2.01）180   706年庸調布伴出 




大連珠立鳥文錦（TAM42）      651墓誌伴出，        （図 9） 
鸞鳥文錦（TAM332:17）184      665年文書伴出 
鳥連珠円文錦（Ast. vii. 1.01）185 
連珠鳥文錦（TAM ?） 186 
連珠鹿文錦（TAM55:18）187 
鹿文錦（TAM84:5）188        574年文書伴出 
大鹿文錦（TAM337:13）189      663年文書伴出 
大鹿文錦（TAM322:30）190      663年墓誌伴出 
大連珠鹿文錦（TAM332:5）      665年文書伴出         （図 10） 
鹿文錦（Ast. v.1.01）191        667墓誌伴出 
                                                 
177
 年代については伴出した貨幣・墓誌・衣物疏・文書のうち最も年代の下がるものを記してい
る．他の伴出資料については，表 1, 2を参照されたい． 
178
 『染織の美』1984, 図版 26. 
179
 Stein 1928, PL. LXXX. 
180
 Stein 1928, PL. LXXIX. 
181
 『吐魯番博物館』1992, 図版 141. 
182
 『西域考古図譜』1972, 染織と刺繍［2］． 
183
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 42. 
184
 『新疆出土文物』1975, 図版 141 
185
 Stein 1928, PL. 77; 山辺 1979, 図版 43. 
186
 『吐魯番博物館』1992, 図版 193. 
187
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 47. 
188
 『絲綢之路』1972, 図版 33 
189
 武 1962, 図 17. 
190
 武 1962, 図 3. 
191
 山辺 1979, 図版 48. 
  39 
大連珠戴勝鹿文錦（TKM71:18）192 
連珠猪頭文錦（TAM138:9/2-1）      636年文書伴出        （図 11） 
猪頭文錦（TAM325:1）        663年文書伴出        （図 12） 
























                                                 
192
 新疆博物館考古隊 1978, 図 29; 『中華文物集刊』1992, 付図 3. 
193
 『吐魯番博物館』1992, 図版 191. 
194
 影山 2002, p. 46. 薄 1990, p. 322では連珠圏が円か楕円かという区別をしている．  
195 武 2000, pp. 148-150; Wu 2006, p. 242; 盛 1999, p. 348.（中国隊発掘資料について） 
196
 横張 2000, pp. 200-202（中国隊発掘資料について．西域の範囲は横張説）．2006, p. 113で 2000
年の時点でソグド地方の錦との認識は持っていたが証拠はないと述べている. 
197
 Stein 1928, pp. 674-678（東イラン・ソグド）; アッカーマン 1964, pp. 702-704, p. 714（東イラ
ン）; 以下中国隊発掘資料について： 夏 1963, p. 76（中央アジア）; 薄 1990, p. 331（中央ア
ジア）; 賈 1998, p. 39（ソグド）; 趙 1999, p. 97, p. 110（ソグド）; 坂本 2000a, pp. 128-141（ソ
グド，ただし実物の調査を行い 2000年論文に取り上げた非正円連珠の錦について）; 影山 
2002, pp. 46-49; 2006, pp. 322-323 (A型正円連珠錦はペルシア, B型非正円連珠錦はソグド).  
























プ(1) の猪頭文錦，側花文錦を，出土地が中央アジア（原文 Central Asiaであるが新疆を
指す）であることや文様に東方の影響が認められるとして東イランの産 (原文が East 








                                                 
198
 Stein 1928, pp. 674-678. 
199
 Pope & Ackerman 1964, p. 714.   
200
 武 1962, pp. 64-67. 
201
 夏 1963, pp. 45-76, 彩色図版 I－II，図版 I-XII. 
202
 Sylwan 1949. 
203
 Лубо-Лесниченко 1961. 



































                                                 
204
 薄 1990, pp. 311-340. 
205
 薄は我々が連珠円と呼ぶものを連珠圏と称している． 














2. 全面に連続して散らされた文様と植物文様：この文様の年代は最も早くて 541 年
である．（例, 図 14） 

















                                                 
206
 影山 2002, pp. 37-55. 
207
 Kageyama 2006, p. 322. 
208
 武 1962, pp. 64-67, 表 1. 
209
 武 1962, pp. 66-67, 表 1.  






盛餘韻 (Angela Sheng) は 1998年にアスターナ出土錦に関する論文を発表し211，文様
と織組織を分析した．その中でアスターナ出土錦のうち，シンプルな文様であるが複雑

























                                                 
210
 武 2000, pp. 148-150. 耳に関する新たな根拠については後述する． 
211
 Sheng 1998, pp. 117-160. 
212
 1999年にこの論文は Aグループを Xグループと名付け中文で発表された（盛 1999, pp. 
323-371）． 









































































                                                                                                                                               
216
 武 2000, pp.143-168.  
217
 Riboud 1975, pp. 13-40.  
218
 道明 1981b, 図 100; 『コプト織』1998, p.20.  
219
 Shepherd and Henning 1959, pp. 15-40. 
220
 Shepherd and Henning 1959, p. 18, p. 30; Muthesius 1997, p. 95, pp. 197-198, pls. 49A・97A; 坂本 
2000b, p.174. 






























                                                 
221
 坂本 1996a, p. 69. 
222
 日本側から織物調査に横張和子と筆者と他 1名が参加し 55点を調査・報告した．分析データ
としては，横張は各資料の解説と，調査済みの 55点に未調査の錦や文書に現れる錦を加え織
組織を記入した編年表を付し（横張 2000, pp. 180-203），筆者は各資料の簡単な解説とその時
点まで未発表であった糸の太さや撚り方向，削り(はつり)，経糸の配列順，緯糸を入れる順序
など詳細な調査結果を表にまとめた（坂本 2000a, pp. 128-141）． 
223
 坂本 2000b, pp. 169-175.  
224
 坂本 2000b, pp. 169-170. 
225
 坂本 2000b, pp. 172-174. 
  47 
錦と仮定してその正否を検討してみよう．これが経錦だとすると文丈(文様の 1 リピー
ト)は 17.3cmで緯糸数は平均 33/cm, 陰緯は半分の 16.5/cm 削り（はつり）3226であるか


























                                                 
226
 坂本 2000a, pp. 134-135. 
227
 経錦としたこの計算の仕方について説明を加えると，先ず経糸の各組は斜文組織の場合は最
小 3枚の綜絖の 1枚に経糸 3組に 1組ずつ連結している．経糸各組のうち経糸 1本が文様に応








 Wu 2006, p. 242. 
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本編の第 1章第 1節で述べたように 7世紀前半にタリム盆地周辺を旅した玄奘や，西
域僧から情報を得た道宣は，于闐や亀茲で養蚕があり，真綿が取られていることを記述
しているので，7世紀においても紡ぎ糸を使用していたと思われる．実際 7-8世紀にお















                                                 
230
 『シルクロード』1988, 図 188. 
231
 賈 1985, p. 176-177. 賈は経・緯糸が Z撚りの織物を例示している． 
232





 道明 1981, pp. 58-59. 
235
 テヘラン近郊にあるササン朝時代の遺跡． 
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 ギルシュマン 1966, pp. 186-201.  
239
 Pope & Ackerman 1964, pp. 878-879.  道明 1987, pp. 160-165. 





















円内単独文錦」が，組織は綾組織緯錦であること（挿表 2, I, 挿表 3, I），経糸の撚りは
Z撚り（挿表 2, J-b, 挿表 3, J-b）であること，「房耳」を持ち（挿表 2, O, 挿表 3, 資料




第 1に組織については両者とも毛織物圏に由来する緯錦である（挿表 3の資料 1-7, I
と挿表 4資料の 1-8, I）．第 2に撚りに関して両者とも経糸が Z撚り（挿表 3, J-b，挿表
4, J-b）で，緯糸は殆ど撚りのない糸が使われている（挿表 3, K-a，挿表 4, K-a）．第 3
に両者とも経糸 1cm間の糸数はおよそ(11-18)×2の間に収まっている（挿表 3, J-d，挿
表 4, J-d）．第 4に両者とも曲線で表されるべき文様の輪郭が階段状を呈したり，直線で 
                                                                                                                                               
240
 坂本 2001, pp. 84-86.  
241
 Riboud 1983, pp. 111-112.  
242
 ギルシュマン 1966, 図版 197・206・211・ 214などペルシアの帝王に見られる． 
243
 括弧付きの「ペルシア錦」「ソグド錦」は本稿 p. 30に述べたように詳細なデータが発表され，
挿表 4に挙げる錦である． 
244
 ユイのザンダニージーのデータは Shepherd and Henning 1959, pp. 28-30. 
  51 
        1 
A 資料     ザンダニージー，対羊（鹿）文錦 
B 登録 NO.       
C 図 NO.     図 6 
D 所蔵場所     ユイ，ノートルダム寺院 
E 年代   （推定） 7 末-8 世紀初 
F 製作地     ソグド 
    a 主文 羊（鹿） 
G 文様 b 副文 四つ葉花文（西方タイプ） 
    c 接合箇所 無し 
H 材質     絹 
I 組織     綾組織緯錦 
    a 陰経：緯経 3 : 1 
    b 撚り方向 生糸 Z 
J 経糸 c 削り   
    d 糸数/cm×2（陰経＋緯経）   
    a 撚り方向   
K 緯糸 b 削り   
    c 糸数/cm×色数   
L 文丈（cm）     35.4（円の直径） 
M 窠間幅(cm)       
N 糸順      
O 耳     房耳  
P 線条/横帯     有り，跳び杼 
Q ベルクレ      
R 布幅（cm）     122  
     
・ データの不明な部分は空白になっている．  
・ データは Shepherd and Henning 1959, pp. 18-40; Shepherd 1981, p. 106, 119 による． 
・ 陰経は構成本数を示している．  
     
       挿表 ２． 「ソグド錦」（ユイ，ノートルダム寺院所蔵） 
 
表されたりする245．これらの線は文様において観察されるのであるが，削りの数値 3・
4・6などとして現れるのである（挿表 3, J-c, K-b，挿表 4, J-c, K-b）246．第 5に両者とも
織物上に横向きの線条または横帯が走っている．これは跳び杼や緯糸の色の交替による
ものである（挿表 3, P，挿表 4, P）．第 6に耳が残る錦は「房耳」を持っている（挿表










1 2 3 4 5 6 7
A 資料 大連珠鹿文錦 連珠鹿文錦 連珠戴勝鸞鳥文錦 大連珠立鳥文錦 連珠天馬文錦 連珠猪頭文錦 連珠猪頭文錦
B 登録 NO. TAM 332:5 TAM 55:18 TAM 138:17 TAM 42 TKM 303 TAM 5:1, 379:2 TAM138:9/2-1
C 図 NO. 図 10 『シルク』 PL. 47・48 『シルク』 PL. 42 図 9 『吐魯番』 PL 141. 『吐魯番』 PL. 191 図 11
D 出土地 アスターナ332号墓 アスターナ55号墓 アスターナ138号墓 アスターナ42号墓 カラホージャ303号墓 アスターナ5号，379号墓 アスターナ138号墓
E 所蔵場所 新疆博物館 新疆博物館 新疆博物館 新疆博物館 吐魯番博物館 吐魯番博物館 新疆博物館
F 年代 665年文書伴出 初唐 636年文書伴出 651年墓誌伴出 6世紀後半-7世紀前半 5号墓668年文書伴出 636年文書伴出
a 主文 連珠円内鹿 連珠円内鹿 連珠円内鳥 連珠円内鳥 連珠円内天馬 連珠円内猪頭 連珠円内猪頭
G 文様 b 副文 葡萄（左右対称） 植物 不明 植物？ 植物 不明 連珠円内ハート型四弁花文







H 材質 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹
I 組織 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦
a 陰経：母経 1(2) : 1 1(2) : 1(2) 1 : 1 1 : 1 1(2/3) : 1(2/3) 1(2/3) : 1(1/2) 1 : 1
J 経糸 b 撚り方向  Z  Z Z Z Z Z Z
c 削り 3 最小1,   2，主に3 最小 1，  4, 6が多い 最小 1，  3が多い 最小1 3 最小1,  2, 3が多い
d 糸数/cm×（陰＋母） (15～16.5～19)×2 (13～14～15)×2 11×2 (17～18.3～20)×2 (15～15.3～16)×2 (11～12.2～14)×2 (13～16.8～20)×2
a 撚り方向 無し 無し 無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し
K 緯糸 b 削り 最小 2 最小 1 最小 2 最小 2 最小1 最小2 最小1
c 糸数/cm×色数 (24～25.3～27)×3 (21～22.7～24)×3 (18～21～25)×3
(37～38～39)×3
(42～42.5～43)×2 (23～26～28)×3 (26～28.3～33)×3 (25～31.3～35)×3
L 文丈(cm) 22以上 約18 16以上 20.3 11.6（推定） 18×2（猪頭の向きが逆の場合） 19.4
M 窠間幅(cm) 17.3 約17 17 約16 13 19.5 13.2
N 糸順 abccba abccba abccba abccba abcabc abccba abcabc
O 耳 房耳 無し 毛糸コード3本 無し 無し 無し 有り
P 線条/横帯 有り，跳び杼 有り，切り替え杼 有り，切り替え杼 有り，跳び杼 有り，跳び杼 有り，切り替え杼 有り，切り替え杼の段文
Q ベルクレ 2越し交替 2越し交替 無し 無し 無し 無し 無し
・図 NO.で『シルク』の表示は『シルクロード学研究』vol. 8, 2000を指す． ・図NO. で『吐魯番』は『吐魯番博物館』1992を指し，『絲綢』は『絲綢之路』1972を指す．






1 2 3 4 5 6 7 8




















C  図 NO. 図 4 図 5 図 2 イェルサリムスカヤ1996, Abb224-5 図 8 図 22


















F 年代，製作地 （推定） 8世紀前半，ペルシア 7世紀，ペルシア 7世紀前半，ペルシア 8-9世紀，ソグド 8世紀，ソグド 8世紀，ソグド 8世紀，ソグド 8世紀，ソグド


























又はダブルアクス 小連珠内三日月 接合せず 無し 無し 無し 接合せず
H 材質 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹
I 組織 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦
経糸 a 陰経：母経 1(2) : 1 2(1) : 1 1(3) : 1 2 : 1 1(2/3) : 1 1(2) : 1 1(2) : 1 1(2) : 1
J b 撚り方向  Z Z  Z Z  Z  Z  Z  Z
c 削り 1 2 1 記録無し 最小 1 最小 1,   2が多い 最小 1,   2が多い 最小 1,   2が多い
d 糸数/cm×（陰＋母） 16×2 17.7×2 15×2 (18～20)×2 (18～18.5～19)×2 (14～17～19)×2 (14～16.1～18)×2 (17～17.8～19)×2
緯糸 a 撚り方向 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し
K b 削り 最小 2,   4,6有り 2 最小 1,  主に2 記録無し 最小 2,  4,6,8有り 最小 2,   4有り 最小 2,   4有り 最小 1,   主に2
c 糸数/cm×色数 72×2 51.5×2 52×3 (22～24)×2 （12～15.8～18）×2 (13～15～17)×2 (14～15～16)×2 (27～29.4～31)×2
L 文丈(cm) 20 41 13.1 14（推定） 8.5～9 10 5 10
M 窠間幅(cm) 17 41×2（対称） 13.1 10（推定） 5.6～6 6.7 3.7～4.5 6.6
N 糸順 abba abba 記録無し 記録無し abba abba abba abba
O 耳 無し 無し 無し 有り 房耳 房耳 房耳 無し
P 線条/横帯 有り 不明 無し 有り，切り替え杼 有り，跳び杼 有り，跳び杼 有り，跳び杼 有り，跳び杼
Q ベルクレ 無し 無し 一越し交替 無し 無し 無し 無し 無し
・データは次の文献による．
　シムルグ文錦 1, 2 はVial 1976, pp. 40-41,　シムルグ文錦 1の年代・製作地はRiboud 1976, p.37による．　　　　　　　　 　　 連珠八弁花文錦はIerusalimskaja 1996, p. 264による．
　シムルグ文錦 2の年代・製作地はギルシュマン 1966, p. 228による． その他の錦は坂本の調査により初めて公表されるものである．
　天馬文錦はMartiniani-Reber 1986, p. 45による．
挿表　４． 「ペルシア錦」　・　「ソグド錦」
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3, O，挿表 4, O）．このようにカラホージャ・アスターナ出土「連珠円内単独文錦」は
イラン文化圏の錦と技術的に類似する．逆に次章で取り扱う「連珠円内対称文錦」と比

















カラホージャ・アスターナ出土の「連珠円内単独文錦」（挿表 3, 資料 1-7）は「ペル
シア錦」（挿表 4, 資料 1-3）や「ソグド錦」（挿表 4, 資料 4-8）と技術的に類似してい
るが，「ペルシア錦」ほど 1cm間の緯糸数は多くない（挿表 3, K-c, 挿表 4, K-c）．挿表
に挙げた「ソグド錦」のうちダブルアクス文錦はアスターナ出土の「連珠円内単独文錦」





られる（挿表 4, 資料 1-3, K-c）．これは細い緯糸を用いて緊密に打ち込んでいるからで，
高級品である．特に，聖ルーのシムルグ文錦（図 5）やアンティノエ出土の連珠天馬文
錦（図 2）は文様の輪郭がスムーズであり，また前者は文丈（挿表 4, 資料 2, L）や窠間








































                                                 
247
 『旧唐書』巻 198, 列伝 148, 西戎（中華書局標点本，p. 5313）． 
248
 『冊府元亀』巻 971, 朝貢 4（宋本，p. 3854）． 




Al-Harashī ordered that the Soghdians be put to death. First, however, he separated the 
merchants from the rest of them─there were four hundred merchants who possessed large 

















であるダブルアクス文錦251（図 8, 挿表 4, 資料 5-7）や連珠重八弁花文錦（図 22, 挿表
4, 資料 8）は文様が小振りで，前者は単位間緯糸数が少ないという退行は（挿表 4, 資
料 5-7, K-c），ソグドにおける動乱の結果と考えられる252． 
 ペルシアやソグドにおける歴史的変遷は「連珠円内単独文錦」の変遷でもあった．  
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たという記述があるので（Frye, 1954, p. 20）ホラサン製という場合も考えられる． 
  55 







 連珠対鵲文錦（TAM206:48/1）      689年墓誌伴出254        （図 23） 
 小連珠団花錦（TAM211:9）255      633年墓誌伴出 
 大紅地団花錦（TAM104）256    唐 




朱紅地連珠孔雀文錦（TAM169:34）  576年衣物疏伴出          （図 24） 
連珠対孔雀「貴」字文錦（TAM48:6）617年衣物疏伴出          （図 25） 




紅地連珠対馬錦（TAM151:17）     644年文書伴出            （図 26） 
連珠対馬錦（TAM302:04）261      653年墓誌伴出 











 『シルクロード学研究』2000, PL. 69.連珠内に花文が一つであるが，上下打ち返しで織れるの
で，対称と見なす． 
256
 『シルクロード学研究』2000, PL. 70. 
257
 『吐魯番博物館』1992, PL. 180. 
258
 『至宝』2002, 図 52. 
259
 『至宝』2002, 図 51. 
260
 『絲綢之路』1972, 図 29.  
261
 『シルクロード学研究』2000, PL. 37. 
262
 『シルクロード学研究』2000, PL. 54. 
263
 『至宝』2002, 図 52. 
















































D 図 NO. 図 15 『シルク』PL. 37,38 図 26
『至宝』








































































b 副文 四つ葉花文 四つ葉花文 四つ葉花文 四つ葉花文 龍馬，貴の字 天馬，鹿 獅子・植物 四つ葉花文 四つ葉花文 四つ葉花文 四つ葉花文 八弁花文 八弁（葉）花文 パルメット唐草花文
パルメット
唐草花文
c 接合箇所 八弁花文 八弁花文 八弁花文 八弁花文 接合せず 接合せず 八弁花文 接合せず 接合せず 接合せず 接合せず 接合せず 接合せず 接合せず 接合せず
G 材質 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹 絹
H 組織 平組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 平組織経錦 平組織経錦 平組織経錦 平組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 綾組織経錦 綾組織緯錦 綾組織緯錦
a 陰経：母経 2 : 1 2 : 1
b 撚り方向 殆ど無し S 殆ど無し S 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し S S S S S S
































a 陰緯：母緯 1 : 1 1 : 1(1/2) 1 : 1(1/2) 2 : 2 1:1 1 : 1 1 : 1 1 : 1 1 : 1 1 : 1 1 : 1(1/2) １：１ (1/2)1 : 1
J 緯糸 b 撚り方向 無し 殆ど無し 殆ど無し 無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し 殆ど無し S 殆ど無し S 殆ど無し 殆ど無し




























K 文丈（cm） 8.0～8.6 8.0～8.4 8.7 9.3 10.0（推定） 9.6～10.0 12 4.0～4.2 4 6.0 5.0 7.8 7.0 約25.0 32.0
L 窠間幅(cm) 18.8 不明 9.7 不明 不明 不明 13 4.2 3.5 4.5 3.5 6.5 7.0 25.0 不明
M 糸順 abccba abccba abccba abccba abccba abccba abccba abccba abccba abcddcba abcddcba abcddcba abcddcba 不明 abcdabcd
N 耳 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 有り 無し 有り 無し 無し 無し 無し
O 点線現象 有り 有り 有り 有り 有り 有り 有り 有り 不明 有り 不明 有り 有り
P ベルクレ 一越し交替 一越し交替
挿表　５．　アスターナ出土 連珠円内対称文錦
・図 NO.で『シルク』の表示は『シルクロード学研究』vol. 8, 2000，『至宝』は『絲綢路の至宝』2002，『絲綢』は『絲綢之路』1972を指す．
・データは坂本 1996, pp. 89-93; 2000a, pp. 128-142による．　No.7・9は坂本の調査により詳細なデータが初めて公表されるものである．
・データの表示は挿表 3に準ずる．
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 黄色龍文綺（TAM221:12）       653年墓誌伴出          （図 27） 
 黄色龍文綺片（TAM226:16）        綺片上 710年銘文      （図 28） 
綾組織緯錦： 
 騎士文錦（TAM337:15）264      657年墓誌伴出 
騎士文錦（TAM322:22/1）         663年墓誌伴出           （図 29-a・b） 
 連珠天馬騎士文錦（TAM77:6）       唐                       （図 30） 
騎士文錦（MIKⅢ6236）265 
対鴨文錦（TAM92:4）266            668年墓誌伴出 
















いる．上記の a. 小連珠円と b. 中連珠円の錦の文様は左右対称に見えるが，実際はすべ
て上下対称に織られている． 
古くから中国に存在したタイプの機は綜絖数に限界があり，綜絖数 50-60 枚，文丈
5cm ぐらいが限界であった．「楼機」（空引き機）270が広く普及していなかった 6・7 世
                                                 
264
 武 1962, 図 4. 
265
 Sakamoto 2004b, Pl. 7. 
266
 『絲綢之路』図版 30. 
267
 Stein 1928, PL. LXXIX. 
268





 敦煌文書に現れる史料用語で P. 2638 (936年), に「楼機綾一匹」，S. 5463(2) (958年) に「楼
機一匹」という織物として登場するが，この「楼機」は高楼束綜提花機（楼があり綜絖を束ね
て引き，文様を織り出す機，つまり空引機）であるとされている（王・趙 1989, pp. 101-102）．
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紀の中国においては，挿表 3や 4に見られるように，11cmを超える文丈（挿表 3, 資料










称文錦」である騎士文の錦は挿表 5に見られるように文丈が 25cmを上回り（挿表 5, 資
料 14, 15, K），左右対称に表されている．緯錦で文丈が大きいとなるとペルシアやソグ
ドの錦を連想するが，綾組織緯錦の「連珠円内対称文錦」の糸の撚りは，筆者の調査に














                                                                                                                                               
そして南宋の『蚕織図』に初めて図が描かれるが（染織用語解説，空引機の図参照）実際には
唐代に遡る事も可能であるとされている．晩唐の詩に「美人嬾態胭脂愁，春梭抛擲鳴高楼」と
あり，楼機が存在した証拠となろうと張湘雯は述べている（張 1991, p. 378）． 
271




 坂本 1993, 237-239. 
273
 坂本 2000a p. 132, 140. 錦の組織の決定は，経錦，緯錦の決定要素である糸の交錯状態，文丈
の大きさ，「点線現象」の有無によるものである．  
274
 夏 1963, pp. 67-68, 図版 XI. 












武敏より少し前 1981年に王炳華はトゥルファンから出土した 7世紀中葉から 8世紀
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 1973年論文で岡崎敬は『歴代名画記』に記された竇師綸の項により連珠円内動物対称文錦を


















 王 1981, pp. 56-62. 

































                                                 
278
 孔 1982, pp. 18-23. 
279
 坂本 2000b, p. 171, 表 1. 
280
 注 275参照 
281
 「大谷文書」no. 2597 「剣南諸州庸調送至涼府」とある（『大谷文書集成』1, p. 99）; 荒川 1992, 
pp. 33-34. 

































                                                 
282
 Pope & Ackerman 1964, p. 692. 
283
 武 1962，図 4. 
284 坂本 2000a, pp. 132-133, pp. 140-141.ここでは狩猟文錦のうち調査した連珠天馬騎士紋錦
(TAM 77:6)と騎士紋錦(TAM 322:22/1)について扱う． 
















内単独文錦」の大連珠鹿文錦（図 10, 挿表 3, 資料 1・2, Q），「ペルシア錦」であるアン
ティノエ出土の天馬文錦（図 2, 挿表 4, 資料 3, Q），「連珠円内対称文錦」の騎士文錦・










                                                 
285
 アスターナ出土の龍文綺には副文の一部が残っている．日本に到来した龍文綾には副文が残




 坂本 2000b, pp. 176-177. 
288
 Riboud et Vial 1981, p. 151において vialはアンティノエ出土天馬文錦の体部にこの技法が使わ
れていると指摘している． 
289
 坂本 2000bでは Martiniani-Reber 1986が削り（はつり）2と記しているのを参考にしたが，そ
の後リヨンで観察したところ削りは 1であった． 
290
 Shepherd and Henning 1959, p. 28; Shepherd 1981, pp. 119-122.  
291
 モスクワの考古学研究所カメネツキー教授のご厚意により，モシチェヴァヤ=バルカ出土染織
資料 200 点余りの調査が可能であった．ここに教授に対して感謝の意を述べる．  
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（細胡は）西州大賈（西州の大商人）と呼ばれた．」  
295
 後藤 1987, pp. 2-3. 
296
 姜 1994, p. 223. 
297
 長廣 1977, pp. 123-124.  
298
 坂本 2000b, p. 177. 
299
 呉 2000, pp. 94-95. 









「北涼承平五年（506年）道人法安弟阿奴挙錦券」(TKM 88:1b) 300  
高昌所作黄地丘慈中錦一張，綿経綿緯，長九(尺)五寸，広四尺五寸． 
 
「北涼承平八年（509年）斎紹遠買婢券」(TKM 99:6a)301 斎紹遠従石阿奴買婢壱人，紹女年廿五，交与丘慈錦三張半． 
 














4. 錦十張，…「高昌恵宗等入牒毯帳」(TKM90:21a) 306 
                                                 
300『吐魯番文書』1, p. 181;『吐魯番出土文書』壱, pp. 88-89. 訳については注 174参照． 
301『吐魯番文書』1, p. 186;『吐魯番出土文書』壱, pp. 92-93. 訳「斎紹遠は石阿奴から婢，一人を
買う．（その名は）紹女といい二十五歳である．（それに対して）丘慈錦三張半を支払う．」 
302『吐魯番文書』2, p. 18; 『吐魯番出土文書』壱, p. 122.訳「張綰は令を伝え，（庫より）疏勒錦
一張を出し，処論無根に与えた．」 
303
 武 1987, pp. 98-99.  
304『吐魯番文書』1, p. 189;『吐魯番出土文書』壱, pp. 94-95. 
305『吐魯番文書』1, p. 195;『吐魯番出土文書』壱, p. 98. 
306『吐魯番文書』2, p. 22; 『吐魯番出土文書』壱, p. 124. 
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取錦四張，…「高昌安取錦残帳」(TKM90:21b) 307  
 





























                                                 
307『吐魯番文書』2, p. 23; 『吐魯番出土文書』壱, p. 125. 
308
 本編第 1章第 2節参照． 
309
 呉 2000, p. 94. 
310




































                                                 
312
 趙 2002, p. 62 
313
 趙 2002, pp. 62-65; 2005a, pp. 51-59.  
314
 唐 1985, pp. 149-150. 
315
 唐 1985, p.148. 『続高僧伝』巻 27, 釈道休伝（大正新脩大蔵経，巻 50, p. 684）．  
316
 唐 1985, pp. 148-149. 
317
 第 1編第 1章第 3節第 2項および表 1参照． 
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318
 武 1992, p. 113; 坂本 2000a, pp. 120-121, p. 130. 
319
 Zhao 2004, p. 73. 
320
 『続高僧伝』巻 27, 釈道休伝（大正新脩大蔵経，巻 50, p. 684）． 
321
 坂本 2000a, p. 129. パミール以西の abba，新疆の ababに対し中国式 aabbの挿入法については
第 3編で詳しく説明する．  






























                                                 
322
 夏 1963, pp. 45-76; 1978, pp. 114-115. ここでは「波斯錦」の出典に触れていないが，『冊府元
亀』など史料で知られた例が念頭にあると推定する． 
323『吐魯番文書』2, p. 24; 『吐魯番出土文書』壱, p.125. 
324『吐魯番文書』2, p. 60; 『吐魯番出土文書』壱, p. 143. 
325『吐魯番文書』3, p. 267;『吐魯番出土文書』壱, p. 421. 
326『吐魯番文書』4, p. 32; 『吐魯番出土文書』貳, p. 20. 
327『英蔵敦煌』12, 1995, p. 132. 土肥 1988, pp. 399-436. 
328『英蔵敦煌』2, 1990, p. 93. 綵帛絹布部に記載される． 
































                                                 
329
 唐 1985 p. 149.  
330
 姜 1994.  
331




 尚 2004, p. 468. 尚剛は同光 4年（926年）としているが，同光 2年（924年）の間違いであ
ろう． 









1.『梁書』巻 54, 列伝 48, 滑國の条（中華書局標点本，p.812） 
滑國者，車師之別種也。…普通元年(520)，又遣使献黄獅子、白貂裘、波斯錦等物。 
 
2.『冊府元亀』巻 971，外臣部，朝貢第 4（宋本，p. 3849） 
（唐玄宗開元）十五年(727)七月突厥骨吐禄遣使献馬及波斯錦． 
 
3.『冊府元亀』巻 971，外臣部，朝貢第 4（宋本，p. 3852） 
（唐玄宗天寶）四歳(745)二月罽賓國遣使献波斯錦 …． 
 
4.『冊府元亀』巻 972，外臣部，朝貢第 5（宋本，p. 3858） 
同光二年(924)四月沙州曹義金進玉三団，硇砂・羚羊角・波斯錦・茸褐・白氎 …． 
 
5.『白孔六帖』巻 8（四庫全書 891-134）… 波斯錦 吐蕃其所貢波斯錦 … 
 
上記史料の「波斯錦」は全て朝貢の場面に現れている．その年代と朝貢国はそれぞれ，
520 年：滑国（エフタル），727 年：突厥，745 年：罽賓（カーブル），772‐846（白居













































                                                 
334
 松田 1975, pp. 217-251． 
335








 『通典』巻 6食貨 6賦税下「天下諸郡毎年常貢」の注によれば，貢とは地方官が官物を以て
各地方の特産物を購入して貢納するものである（佐藤 1978, p. 310）． 
339
 唐 1985, pp. 149-150. 
340
 唐 1985, p. 150. 





は 5世紀後半から 6世紀初めの文書である．ところが第 2節に挙げたトゥルファン出土
の「波斯錦」記載の文書は，どこにも高昌製を示す文言はなく，しかも 4件中②から④


























                                                 
341
 姜 1994, p. 72.   
342
 坂本 2000a, pp. 128-141.   
343
 仁井田 1960, p. 205, p. 209, p. 213; 『大谷文書』p. 11, p. 24, 図版 10・20.  
344 林 1995, p. 146; 『中国文物精華』1997, pl. 129, p. 245, p. 296. 


































                                                                                                                                               
345
 Ierusalimskaja 1996, Tafels LX-LXXXVII. 本稿のソグド錦のことである． 
346
 挿表 3・4, Shepherd 1981, pp. 119-120; Ierusalimskaja 1996, pp. 252-287. 
347
 『吐魯番文書』4, p. 186; 『吐魯番出土文書』貳, p. 105.            
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けは以下に論じてゆくが，第１編第 2章第 1節で述べたとおり，これらの資料は 20世
紀初頭に将来されて以来、若干の簡単な報告を除きこれまでほとんど研究らしい研究は
されていない． 
大谷探検隊収集資料については，第 1 編第 2 章で触れたが，1963 年における龍村謙

















                                                 
348
 注 79・80・81参照． 
349
 坂本 2004a, pp. 144-149; Sakamoto 2004a, pp. 297-299. 
350
 注 75参照． 
351
 坂本 2004a, pp. 149-158; Sakamoto 2004a, pp. 299-302; 2004b, pp. 17-44. 
352
 第１次，第 2次探検隊が収集した主要な資料は 1915年に『西域考古図譜』として出版された
が，三日月文錦はそれに記載されていない．第 3次探検隊がトゥルファンで収集した資料は
出版に間に合わなかったと聞いている. 
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第 1節 文様 
 
1．三日月文と連珠円の歴史的変化 
 錦はおよそ 14.0 × 24.0 cm大で，紺の地に白で三日月が「互の目」（互い違い）に表さ
れている．この三日月は連珠円を伴っていない. 
三日月が連珠円内に表された文様は，ササン朝ペルシアのホスロー2 世 （在位 
591-628年） 造営のターク=イ=ブスターン大洞（地図 3参照）に見られる353．その他，
連珠円内三日月文はクチャ（地図 3参照）にある７世紀前半のキジル十六帯剣者窟（中
国編号第 8窟）壁画上に見られる寄進者の衣服 (MIK Ⅲ8426 a・b・c, 図 34）や同じキ
ジル最大窟（中国編号第 60 窟）壁画の連珠鴨文 (MIK Ⅲ8419, 図 35），アンティノエ









出されている．クーフィ体アラビア文字は,    (fath) 「勝利」と   
(左右逆向きの qarīb)「近い」357 で，二段に分かれて交互に繰り返される．その文字は
マルシャーク(Б. И. Маршак)358，及び，百済康義の紹介によるジェンキンス(M. Jenkins) 
とモートン(A. H. Morton) の見解によれば359，前者は織物の表面から，後者は裏から読
むことが出来るそうである．この文言はコーランから引用されたもので，コーランの第
48章 18節・27節，第 61章 13節にあり，第 61章 13節では “nasr min allah wa fath qarib” 
とある．そのフレーズは「アッラーじきじきのお助けも戴ければごく手近な勝利もある」
と訳され360，英文では “help from God and a nigh victory”361, “help from God and a speedy 
                                                 
353
 注 233参照.  
354
 Martiniani-Reber 1986, pp. 45-46. 
355
 坂本 2000b, p. 175. 一旦消えてしまうが，11-12世紀に筆者の知る限りでは 3点現れる． 
356
 Ierusalimskaja 1996, pp. 239-287. 
357
 趙豊は「魏唐織錦中的異域神祇」『考古』1995-2，p. 182で qarībを faridとし「独一的」とし
林梅村も「青海都蘭出土伊斯蘭織錦及相関問題」『中国歴史文物』2003-6, p. 49で “farid fath”
とし「唯有勝利」と訳しているが，筆者は B.I.マルシャークや M.ジェンキンス, A.H.モート
ンに従う． 
358
 マルシャーク 1985, 解説． 
359
 百済 1996, p. 60． 
360
 井筒 1978, p. 196． 
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victory”
362































                                                                                                                                               
361
 Arberry 1964, p. 581. 
362
 Blair 1998, p. 201. 
363
 Rodwell 1971, p. 406. 
364
 Blair 1998, p. 201.Blair 1998がこの文言について触れているという故 B. I. マルシャークの助
言に感謝する. 
365
 Liu 1998, pp. 142-143. 
366 森本 2001, pp. 201-202． 





















にある聖ジョセ(St. Josse)教会を出所とする 聖遺骸布に見いだせる (図 36)．そこにはホ
ラーサーンの指揮官アブー=マンスール=バクトキン（Abu Mansur Bakhtikin）の栄光と
繁栄を祈る言葉が表されている．彼はサーマン朝の支配者アブドゥル=マリク=ブン=ヌ







                                                 
367
 Serjeant 1942, p. 60. 
368
 Britton 1938, p. 18. 
369
 Narshakhīの The history of Bukhara『ブハラ史』の N. R. Frye 訳では P. 19 で tirāz を textile と
説明している． 
370
 Britton 1938, p. 21. 
371
 Liu 1998, p. 143.  
372
 森本 2001, p. 105. 
373
 Blair 1998, p. 4. 
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制約がある．本稿で問題とする三日月文錦は，文字が特に小さく，制約を受けざるを得





挿図 2． 大谷探検隊将来三日月文錦のアラビア文字 
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織り出された綾組織緯錦である374．緯糸は地を表す紺の緯糸，文を表す白の緯糸，朱の


















                                                 
374
 龍村謙が三日月文錦を最初に調査した．緯錦という表現はないものの文章から緯錦と見てい
たことがわかる[龍村 1963, p. 26]. 
375
 第 2編第 2章第 2節第 5項参照.  
376 モシチェヴァヤ=バルカやアスターナ出土錦について筆者が観察した結果による． 
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上下させる装置），あるいは横綜（空引機において紋綜絖と同じ機能の装置）は ABCDEF 
… と順序通りに操作されている．その結果，陰経が露出することになる377 (挿図 3 矢
印の交わる箇所で陰経が露出）． 
 
   
紋綜絖 ABCDEFの操作によって表面に出る緯糸 
 
           挿図 4． 二色錦の西方の織り方 
 
一方，三日月文錦では上記と同様に同色の緯糸が連続して二越入れられるが，陰経の
露出が見られず整然と織られている．それは，紋綜絖あるいは横綜が ABCDEF … と
順に並んでいるとすると紋綜絖は ABA，CDC，EFE と一つ戻って操作されるからであ
る378 (挿図 4)． 
 







                                                 
377
 佐々木 1973, pp. 104-123; 坂本 2000b, pp. 175-176. 
378 坂本 1996, pp. 80-81.  
379
 Frye 1954, pp. 19-20. 
































                                                 
380
 Marshak 2006, p. 53. 
381
 百済 1996, pp. 60. 
382
 森安 1991, pp. 30-34, pp. 142-160. 
383
 坂本 1996, p. 78. 
384
 マルシャーク 1985, 解説. 
385
 百済 1996, p. 60. 








第 2章 ドイツ隊発見の棉ベルベット 
 




存されている．その中にハート形にカットされた 7.0 × 11.0 cm の大きさで厚手の棉
織物 (MIKⅢ,6194) があり，蝶を表すような刺繍が施されている (図 39)．織物には
毛羽があり，毛羽がからみあって一見フェルトクロスあるいはベロア仕上げの織物のよ
うに見える386．裏側は別の棉織物で裏打ちされていて，我々が問題にしている織物の裏














第 2節 史料に現れるベルベットとその生産地 
 









WP (Will or Portion of a family’s property) 03 の番号が付けられているものがある．それは




γの区別があること等によって 10-11 世紀 (どんなに遅くても 12世紀) とされている389．
その中に manmur と読まれていた意味不明の単語があった. 
 『ウイグル文契約文書集成』の編者の一人であったツィーメ(P. Zieme) は，後にそれ
を maxmur (maqmwr) と読み替え，この maxmur (maqmwr) は明代初期に成立した漢語
ウイグル辞書『華夷訳語』の中で，ドイツ語で Velvet「ベルベット」 あるいは Samt
「ビロード」 の意味を持つ maqmur であると考えた．そして，その語源はアラビア語














                                                 
388『ウイグル文契約文書集成』2, pp. 137-138; 3, Tafel 119.  
389 森安 1994, pp. 76-77, pp. 81-83. 
390 Zieme 1995, p. 488.  
391 Ligeti 1969, p. 39, p. 231, pl. 10b. 


































トである．『元史』巻 78, 輿服志 1，冕服・天子質孫の条に述べられる「怯綿里」も剪
茸 (絨の音通）の注がついている（中華書局標点本 p. 1938）．また前嶋信次によれば，









 藪内 1969, p. 57 
395
 鍾 1978, p. 95. 
396
 北村 1976, p. 100.  
397
 沈 1995, p. 443. 










 ツィーメが引用したように，リゲティは maqmur の語源はアラビア語や近世ペルシ
ア語の maxmal であるとした．実際，9 世紀のイブン=フルダーズベ（Ibn Khurdādbīh）
は『道里および諸国志』（Kitāb al=Masālik wa'l=Mamālik）のインドに関して述べた文で
mukhmal (ペルシア語 makhmal) の単語を用いている401．また，11 世紀に書かれたサア
ーリビー（Tha 'ālibī）の『知識の愉しみ』（Latāif al=Ma 'ārif）のインドについて述べる
文で同じく mukhmal (makhmal) の単語が用いられている402 ．このことは明代では剪絨





イブン=フルダーズベは， “… on export …; de l’Inde, … des étoffes végétales, des tissues en 
veloutés”（要約：インドから植物材の織物，棉ベルベットが輸出される）と述べている
403．これと同じ部分を，サージャント(R. B. Serjeant) は，"From India are derived … the 
garments made of grass (hashīsh) and cotton garments with a velvety pile (mukhmal)."と翻訳
する404．また，ラム(C. J. Lamm) は，"From India [are brought] ... stuffs made of [China] grass 
(Ramie and Rhea), velvety cotton fabrics."405とする．このイブン=フルダーズベの記述によ
って棉ベルベットが 9 世紀にはインドに於いて織り出されていたことがわかる. 
 更に『知識の愉しみ』には "The land of India is the country which possesses most rare 
products which are found there alone. Among these are ... velvet garments (thiyāb 406 
                                                 
398
 Yule 1903, p. 65. 
399
 前嶋 1956, p. 56. 
400
 Jarring 1992, pp. 41-46. 
401
 Serjeant 1951, p. 81. 
402
 Serjeant 1951, p. 81. 
403
 De Goeje 1967, p. 51.  
404
 Serjaent 1951, p. 81. 
405
 Lamm 1937, p. 187.  
406
 アラビア語 thiyāb は garment の他に cloth の意味もある. 








れる．それはマルコ=ポーロの述べる cramoisy(緋色のベルベット)409や 13 世紀ラシー
ドゥッディーン（Rashīd al=Dīn）がタブリーズの製品として述べる多色のベルベット
qatīfa=yi alvān410や在位 1294-1303 年のローマ教皇ボニファティウス 8 世（Boniface VIII）
の遺品として記録される ”Item, unum pannum tartaricum pilosum rubeum ad madelias 
aureas” (英訳： “ A piece of red Tartar velvet with gold disks”)411である. 
以上を総合すると，棉ベルベットとその技術はインドからアラビア語かペルシア語を
話す人々によって，makhmal / mukhmal としてトゥルファン地域にもたらされ，それを




聞』がある．『松漠紀聞』は宋の洪皓が 1129 年，金に使いして，10 年間抑留された時
の前後 15 年間に及ぶ金国での見聞を記録したものである．その中に， 
 
  洪皓（撰）『松漠紀聞』p. 4b（百部叢書集成『学津討原』所収） 
  回鶻自唐末浸微．本朝盛時，有入居秦川為熟戸者，女真破陜，悉徙之燕山.甘・ 
涼・瓜・沙，舊皆有族帳．後悉羈縻于西夏．唯居四郡外地者，頗自為国，有君長．
其人巻髪深目，眉修而濃，自眼睫而下多虯髯．土多瑟瑟珠玉．帛有兜羅緜・毛氈・
?錦・注絲・熟綾・斜褐．……412   
                                                 
407
 Serjaent 1951, p. 81. 
408
 Lamm 1937, pp. 193-222. 
409
 Yule 1903, p. 63, p. 65. 
410
 Boyle 1968, p. 508. 
411
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とある．この記録は甘・涼・瓜・沙州にいたウイグルとその四郡以外の地に住む西ウイ
グルに関するものである．その中で西ウイグルの土地に産するものを列挙している413. 
 この列挙された産物の箇所をピンクス（E. Pinks） は "Ihr land hat viele Se-se, Perlen 
und Jade. An Geweben gibt es tou-lo Baumwolle, Wollmischgewebe (?), bestickten Brokat (?), 
Hanf-Seidenwirkereien (chu-szu), feien Damast und geköperten Wollstoff" とドイツ語に訳し
た414．また,マリャフキン（ A. Г. Maлявкин） は "В зeмлe мнoгo дрaгoцeннoгo кaмня 
шэшэ, жeмчугa и нефрита. Из тканей имеются: хлопчатобумажная тканъ, шерстяная 
тканъ, узорчатая парча, тканъ из конопля и шёлка, тонкая камка, шерстяная тканъ 
саржевого переплетения."とロシア語に訳した415. 
 列挙された織物の中に「?錦」という注目すべき織物の名がある．ピンクス はこれ
















すでに第 2 編第 4 章第 2 節で述べたように 4 世紀からトゥルファンには棉が産し，唐
西州では調は緤布となり，開元・天宝において棉が貢とされるほどその生産は盛んであ
                                                                                                                                               
して奥目で，眉は整い濃く，眼睫から下は巻いた髯が多い．土産は瑟瑟という珠玉が多い．織





 森安 1994, p. 88. 
414
 Pinks 1968, p. 51, 下線は筆者． 
415
 Maлявкин 1974, p. 91, 下線は筆者． 
416
 陳 1984, pp. 377-378.  
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第 3章 ドイツ隊発見の金襴 
 




(MIK Ⅲ 6222)．その金襴は高昌故城 VIから出土した．それは 5.2×5.5cm の大きさで
花唐草の文様が表され，裏が縫いつけられていて，何か小さい器物の敷物に使用された
                                                 
417
 『吐魯番出土文書』1, p. 195. 
418
 森安 1991, pp. 40-41, p. 53. 
419
 武 1996, p. 4. 
420
 『献納宝物』pp. 20-21. 
421
 Bhattacharya-Haesner 2003, p. 82. 著作の出版以前にいち早くベルベットの出土地点に関して
助言下さった Chhaya Bhattacharya-Haesner に感謝する. 
  90 
ように見える（図 40)．織の組織は「ランパ組織」422で，文は 1：3 綾組織，地は平組織 
（経 2 本引き揃え，緯１越），地経対別絡み経は 2：1 である（挿図 5）．地経と地緯は
赤い色であったが，今はベージュに褪色している．糸の密度は 1cm 間に地経 40~43 （2
本引き揃え） 絡み経 20~21，地緯 12， 絵緯の金糸は地緯 1 本に対して 2 本引き揃え
て入る．その金糸は Z 撚りの赤絹糸の周りに，動物の腸膜に金箔を貼ったものを細く 
 
 














やオールセン(T. T. Allsen) の著述を合わせると，ヘラートとビシュバリクの関係は，大
略，次のようである． 
 「チンギス=カンの西征が行われ，モンゴル軍が 1221 年の春にヘラートの町に侵攻し
たとき，アミールのイッズ=アッディン（Izz al=din） が 200 人の織工に各自 10 反の




 Watt and Wardwell 1997, p. 131. 
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高価な織物を持たせて，チンギス=カンの第 4 子であるトルイに命乞いをした．そのと
きから彼らはトルイの命令でビシュバリクに住むようになり，移住した織工は 1000 戸



















物が製造される．……」と記述されている428．同じ部分の H. Yule の英訳は ”In Baudas 
they weave many different kinds of silk, and gold brocades, such as nasich, and nac, and 
cramoisy, and many another beautiful tissue richly wrought with figures of beasts and birds.” 
である429．マルコ=ポーロがバグダードで見聞した「ナシチ=nasich」は漢字で音訳され，
「納失失 (našiš)，納石失 (našiš)，納失思 (našis)，納赤思 (načis)」などと書かれる．そ
の「納失失」については『永楽大典』に『元史』百官志より取った記述がある． 
 
『永楽大典』巻 19781, 局 17a・b 別失八里局の条（中華書局影印本） 
 元史百官志．別失八里局．至元十二年為別失八里田地人匠，經値兵革，散漫居止，
                                                 
424
 本田 1991, p. 141; Allsen 1997, p. 39. 
425
 Allsen 1997, p. 40. 
426
 Allsen 1997, p. 40. 
427
 “nasj/nasij”は「織物」の意であったが，アラビア人の征服の後，「金錦」を意味するようにな
ったらしい（前嶋 1956, p. 47）.  
428
 愛宕 1970, pp. 47-48. 
429
 Yule 1903, p. 63. 
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遷移京師，置局織造御用領袖納失失等段匹．十三年置別失八里諸色人匠局．秩従七
品．今定置大使一員，副使一員．430 
   
とある．至元 12 年（1275 年）にビシュバリクから工匠達を京師に移し，局が置かれ，
「納失失」などの高級絹織物が元朝の管理のもとに織られるようになったことがわかる． 







『元史』巻 78 輿服志 1 で納石失に「金錦也」の注がついている（中華書局標点本，
p. 1938）．この注に基づいて，納失失は文様に金糸を織り込んだ織物として金襴と解釈
されたり432，博物館で染織資料を扱う研究者の間では，紙に貼った金箔を細く切り絹糸
に巻き付けた金糸が織り込まれ，中央アジアの文様をもつた織物を nasij 「納失失」 と
みなしたりている433．森安孝夫はウイグル文書に現れる “tarta / tarda” について考察し
た論文で，tarta / tarda と「納石失」を対比して，前者を「ウイグル的あるいは西域的独
特の花模様を金糸 (など) を使って織りだした緞子の一種」，後者を「色文様は西アジ

















 Pelliot 1927, pp. 269-271; 森安 1994, p. 89. 
432
 小沢 1989, p. 83. 
433
 Watt, Wardwell et. 1997, p. 127, pp. 142-1145.  
434
 森安 1994, p. 91. 
435
 森安 1994, p. 86. 
















 『元朝秘史』巻 10（『元朝秘史三種』中文出版，p. 548） 
 （前略）……脱舌児中合惕 納赤惕 荅舌児荅思 阿兀舌刺孫 阿不阿惕  
    段匹   金段子  渾金段子  段子  将来了  
     
亦都兀惕 亦舌列周 成吉思中合罕 突舌児 阿兀勒札罷． 








  『元朝秘史』続 2（『元朝秘史三種』中文出版，pp. 603-604） 
（前略）……斡歌歹中合罕 札舌児里黒 孛(舌)魯舌侖 綽舌児馬中罕中豁舌児赤宜  
名  皇帝  聖旨    做    人名       行   
 
                                                                                                                                               
436『道学園古録』巻 24，（『四部叢刊』初編 301, pp. 215-217）  
437
 Le coq 1913, Tafel 30-b.  
438
 王 1973, pp. 28-29, p. 34.  
439
 小沢 1989, p. 83, 《》内は筆者が補った．なお中央アジアの織物から金と銀が検出されてい 
るので「渾金」とは金と銀が混じる糸の意か，金糸文様が絹地に混じる意なのかも知れない． 
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門 田迭 探馬 撒兀周…（中略）…納中忽惕 納赤都惕 荅舌児荅思… 
只 那裏 官名  座着      渾金   織金   綉金      
（中略）…桓突舌児 古舌児格兀勒周 亦連 阿惕(中)渾 客額罷伯． 



























                                                 
440
 小沢 1989, p. 476, 《》内は筆者が補った． 
441
 内藤 1936, p. 56; 尚 2003, pp. 153-154. 坂本 2004a では「段子」を小沢訳に従って「緞子」
と見ていた．本稿で「織物」と改めることにした． 
442
 尚 2003, p. 146. 
443
 陳 1990, pp. 207-208. 
444
 趙 1999, pp. 148-149. 
445
 武 1992, pp. 175, 177.  
  95 
 更に「納赤都惕」「荅舌児荅思」と並んで「納中忽惕」（naqud）がある（naqud は naq の
複数）．これはマルコ=ポーロがバグダードの産物として記述する “Nac”（ナック）であ
る．『元朝秘史』では「渾金」と傍訳がつけられているが，それはおそらく部分的に金
糸が用いられた織物と思われる．別に『元史国語解』巻 24 では「納克実 絨錦也」と
解説している446．その「納克実」はマルコ=ポーロがシンダチュー（宣徳州）について
述べる中にある．H. Yule 訳の第 59 章「テンドゥク国に関して及びプレスタージョン
の後裔」には，”They get their living by trade and manufactures; weaving those fine cloths of 
gold which are called Nasich and Naques, besides silk stuffs of many other kinds” とある447．
その中の “Naques” (nac) が，『元史国語解』で「納克実」と音訳されていると思われる．
『元史国語解』の「納克実」の訳語である「絨錦」は本編第 2 章で述べたようにベルベ
ットである．また “Nac” は『東方見聞録』のバウダックについて述べた箇所の英訳
で，”gold brocade” と記され，上記 59 章にも ”fine cloths of gold” とあるから，金糸が
織り込まれたベルベットの可能性がある．B. Laufer によれば，ペルシア語の “Nax” 
(nakh) は「両面に長いパイルのある美しい絨毯，短いパイルの小さい絨毯，いろんな素
材の原糸，また，錦」の意味があるとされている448．”Nac” は “Naq” とも表されペル
シア語 “nah”と同じとされる449．”Nac” は絨毯の意もあるから毛羽があり，また錦でも
















                                                 
446
 『元史国語解』（『文淵閣四庫全書』296，『欽定元史国語解』）p. 554. 
447
 Yule 1903, p. 285. 
448
 Laufer 1978, p.495. 
449
 Pelliot 1927, p. 270. 
450
 ロシアの織物研究者 Zvezdana Dode に聞くところによる． 
  96 
第 4編 トゥルファン出土染織資料に見る織物の発展史 
 






判明した．文様に関しては，上述の経錦や緯錦について，第 3 編では 2 点の錦の文様に

















平組織：最もシンプルな 1:1 の組織451．  
羅（経 4 本単位）： 
経糸が 4 本単位で交差する組織． 
紗（経 2 本単位）： 
経糸が 2 本単位で交差する組織． 
斜文組織（毛織物）： 
斜文線のある組織．トゥルファンでは毛織物にこの組織が見られる．  
                                                 
451
 1:1 という数字は経糸および緯糸がそれぞれ 1 浮き，1 沈み交錯する状態を示す．  



















風通： 2 色で上下二層に織られている組織． 
縫取織（平地 / 綾地絵緯縫取錦）： 
地の中に，文様の幅以内で引き返される絵緯で文様が表される組織． 





表も裏も 1/2 の緯浮きの綾になる組織．  
両面 1/4 繻子組織緯錦： 
表も裏も 1/4 の緯浮きの繻子になる組織．  
経綾地絵緯綾とじ裏浮錦（地絡み金襴を含む）： 
経の 2/1 綾地に，絵緯を半経（はんだて）使い（経糸 1 本置き）による地
経で 1/2 緯綾に抑え織り出した組織．  
ランパ組織（別絡み金襴を含む）： 
文様が絵緯の緯浮きで表され，それらの緯浮きは別絡み経と組織する．こ
                                                 
452
 A/B の A の数値は綾組織・繻子組織それぞれの完全組織（基本単位）で 1 本の経糸が緯糸の
上を越す緯糸の数で B は 1 本の緯糸が経糸の上を越す経糸の数．  








錦・風通・縫取織・浮織・両面 1/2 綾組織緯錦・両面 1/4 繻子組織緯錦・経綾地絵緯綾
とじ裏浮錦（地絡み金襴）・ランパ組織（別絡み金襴を含む）・パイル組織（ベルベット）
である．ランパ組織を除く，後者 6 組織はトゥルファン出土染織資料中に初めて存在が

















2/1 綾地に文様が絵緯で表され，絵緯は地経で 1/5 綾に抑えられ織り出され 
                                                 
453




 湖北省荊州地区博物館 1985, p. 34, 彩条文綺．江陵馬山一号楚墓は 1982 年に湖北省の江陵西
北において発見された戦国時代の楚国の下級貴族の墓である．絹織物が多数出土した． 
456
 Pfister 1934, pp. 40-42, p. 44, S4・S5・S9; Pfister 1940, p. 39-40, S 39. 
457
 夏 1963, p. 50-54, 図版 1; 坂本 2000a, p. 117, 59MNM1. 
458
 Лубо-Лесниченко 1961, p. 9, MP-1013. 
459
 Sylwan 1949, pp.103-106, 34:40a・b, 34:47. 
460
 『献納宝物』1986, p. 57, 山菱文錦． 
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る組織である．同組織の錦は正倉院に存在する461． 
紗（経 3 本単位）： 
経糸が 3 本単位で交差する組織である．正倉院には経 2 本ずつ二組が対に





南宋墓やカラホトに存在する466．    
 

















                                                 
461
 佐々木 1973, p. 124. 
462
 佐々木 1976, p. 41-42. 
463
 陳 1984, p. 78. 何家皂北宋墓は湖南省にあり，出土の銅銭により北宋後期とされる． 
464






 上記注 464・465 参照． 
467
 佐藤 1977, pp. 59-75.  
468
 朱 1992, p. 4. 
469
 陳 1984, pp. 96-97. 






  考古資料     文字資料   
組織 出土地/資料 出現年代 文字資料 年代 名称 
      甲骨文，金文 殷・周 帛 




『詩経』 春秋 素・縞 
      『戦国策』 戦国 紈 
      『急就篇』 前漢 絹・綈 




早期墓 周 『詩経』・『左伝』 春秋 錦 





一号楚墓 戦国 『戦国策』 戦国 綺 
浮織 江陵馬山 一号楚墓 戦国       
平地綾文綾 長沙馬王堆 一号漢墓 前漢 『戦国策』 戦国 綺 
経パイル 長沙馬王堆 一号漢墓 前漢 『急就篇』 前漢 簗 
縫取織 ノイン=ウラ 前漢・後漢       
 
 
挿表 ６． 考古資料と文字資料 
 
 
                                                 
470
 湖北省荊州地区博物館 1985, p. 33. 新石器時代に羅組織が存在したとする報告があるが（陳 
1984, p. 33），炭化しているので織か編みか確認は難しい． 
































                                                 
471
 湖北省荊州地区博物館 1985, pp. 43-44. 
472
 上海市紡織科学院・上海市絲綢工業公司文物研究組 1980, pp. 23-28, pp. 43-54.『長沙馬王堆』
1976, p. 90 では平地綾文綾を平地浮文綾変化形（漢式組織）と見ている． 
473
 Лубо-Лесниченко 1961, p. 31, Pls. I-3・I-4・XII-2, MP-986. 
474
 李 1976, pp. 60-63.  
475
 趙 2005b, p. 42. 




（挿表 7），平組織緯錦の最初の出現はスタイン発掘の怪獣文錦(Ast. vi.l.03, 図 1)で，364
年を示す木板が発見されている476．同組織の中国隊発掘錦では大吉字文錦(TAM169:51)
が 558 年の墓表と衣物疏，および 576 年の衣物疏を伴出している．この平組織緯錦の織
物は先に第 1 編第 1 章第 3 節で述べたようにエジプトやシリアで 3 世紀までに織られ，
その技術がトゥルファンに伝わったものと考えられる．次に現れるのは綾組織緯錦であ







遅い年代の文書は 744 年のものである．  
トゥルファンにおいて伴出遺物によっておよそ年代が判明している織組織の出現順
を簡略に表すと次の通りである． 
緯複様平組織(364 年)→緯複様綾組織(574 年)→経複様綾組織(619 年)→絹風通・絹綴












                                                 
476




 武 2006, p. 382.  
479
 『新疆出土文物』図 148 左，武 2000, pp. 152-153（p.153 図 15B の TAM216 は 206 のミス） 
480
 『上代染織文』1929, 図 110. 













  トゥルファン出土染織資料   
組織 出土地 資料名 資料NO. 年代 備考 
平組織緯錦 アスターナ 動物雲気文錦 
（怪獣文錦） 
Ast. vi. 1.03 364年木版伴出 エジプト・シリアで 
3世紀までに出現 
綾組織緯錦 アスターナ 鹿文錦 TAM 84:5 574年文書伴出 エジプトで 
4世紀頃出現 
綾組織経錦 アスターナ 対馬錦 TAM 386 619墓誌伴出  
風通 アスターナ 菱形網格填花 
双面錦 
TAM 206 689墓誌伴出  
綴織 アスターナ 緙絲縧帯 TAM 206 689墓誌伴出 綴織（広幅） 
法隆寺に存在 
綾地綾文綾 アスターナ 黄色団花綾 TAM 187:c 744年文書伴出  
綾地浮文綾 アスターナ 八彩暈繝 
提花綾 





 10-11世紀 綾地に縫取りが 
加わっている 
 
挿表 ７． トゥルファン出土染織資料に見る織組織の出現 
 
 
                                                 
481
 Sakamoto, Kimura 2003, p. 491, p. 493, p. 495.  
482
 Sakamoto, Kimura 2003, p. 491, p. 496. 
483
 坂本 2000a, p. 124, pl. 75・76. 再調査の結果，絵緯は裏浮きである．年代は新疆博物館による． 















経綾地絵緯綾とじ裏浮き錦（地絡み金襴，2/1 経綾地，絵緯半経 1/2 地絡み：MIKⅢ
7443・ MIKⅢ7452a）は経糸の半分が絵緯と 1/2 に交錯する半経 1/2 地絡みであるが，











                                                 
484
 趙 1999, p. 148. 気賀澤 1993, pp. 583-584. 法門寺は西安岐陽にある唐代の名刹で，真身舎利
塔から宝物が発見された． 
485
 Zhao 1999, p. 47. 耶律羽之の墓は内蒙古赤峰市阿魯科爾沁旗にあり，金銀銅器，銅鏡などの
ほか染織品が出土した． 
486
 佐々木 1973, pp. 123-126. 
487
 Riboud 1995, p. 92, pp. 119-120. 
488
 王 1973, pp. 28-29. 
489
 羅 2005, pp. 254-256. 
490
 潘 1979, p. 32. 集寧路故城は内蒙古集寧市察右前旗にあり，金編宗明昌 3 年(1192)に建立され，
元代にその基礎上に拡大して建てられた．城の貯蔵庫から染織品や銅鏡が出土した． 
491
 隆化県博物館 2004，p. 23. 河北隆化鴿子洞は海抜 1010m にあり，人工的に掘削されたもので
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パイル組織のうち絹経パイル組織はすでに漢代に見られ，敷物としての毛の緯パイル
組織は第 3 編第 2 章第 2 節で述べたように漢代から中央アジア東部に存在している．し
かし，両者ともベルベットと呼ばれるほど糸密度の高いものではない．棉の緯パイル組
織(MIKⅢ6194)が織り出されるのは，第 3 編第 2 章第 3 節で述べたようにトゥルファン
では 1 0 世紀以降のことであろう． 
  
  ドイツ隊収集染織資料   
組織 出土地 資料名 資料NO. 年代 備考 
両面1/2 
綾組織緯錦 











円文地絡み金襴 MIK Ⅲ7443, 
7452a 
11-13世紀 遼・金代に多い 
 新疆 鳥植物文錦 MIK Ⅲ162  元代集寧路故城（1312年 
集寧文宣王庙学碑建立） 
から同組織出土， 
ランパ組織 高昌故城 花唐草金襴 MIK Ⅲ6222 13-14世紀 河北隆化鴿子洞（下限1362 
年）から同組織出土 
 高昌故城 童子花文錦 MIK Ⅲ6992   
パイル組織 スイパン 緤形棉ベルベッ
ト 
MIK Ⅲ6194 9-14世紀 インドに関する史料（9世紀） 
に棉ベルベットが記載される 
 
挿表 ８． ドイツ隊収集資料に見る織組織の発展 
 









                                                                                                                                               
あるが掘削年代はわからない．多くの染織品と元代の文書が出土した． 
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―浮文綾（平地浮文綾，平地浮文綾変化形［漢式組織］） 
     平地綾― 
         ―綾文綾（平地綾文綾） 





















 平地 2/1 経浮文綾（漢式組織？）（平紋地 2/1 隔経顕花 TAM183:5） 
 平地経浮文綾変化形（漢式組織）(MNM［ニヤ］1)496 
  平地経浮文綾（TAM170:20［562 年墓表，衣物疏伴出］497・TAM303:1［551 年墓表
伴出］498・TAM48:14［617 年衣物疏伴出］499）， 
                                                 
492
 趙 1992, p.109. 
493





 例えば 16 越におよぶ文様の斜線では，糸バツリで 16 枚の綜絖を必要とするが，斜子技法に
よれば平組織のための地綜絖 2 枚と文綜絖 4 枚計 6 枚で織ることが出来る．佐々木 1958, p. 26. 
496
 『シルクロード学研究』8, PL.103. 
497
 『シルクロード学研究』8, PL.104. 
498
 『シルクロード学研究』8, PL.105. 
499
 『シルクロード学研究』8, PL.106・107. 
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平地緯浮文綾（平紋地 1/3 緯浮対称顕花 TAM213:45） 
この括弧内の表現のように，中国の報告書には緯浮き面を表と見ているものがあるが平
地経浮文綾と同組織である．この組織の主要な浮きは 3/1 経浮きまたは 1/3 緯浮きであ




平地 5/1 経斜文 TAM326:7-2500［586 年墓誌伴出］（平地 5/1 経綾文綾） 
  平紋地 3/1 四枚右斜文顕花 TAM221:12［678 文書伴出］，平紋地 3/1 左向経面斜紋顕
花 TAM191:84［681 年文書伴出］，また，3/1 斜紋逐経顕花 TAM169:70,  平紋地 3/1
逐経顕花 TAM227:35・TAM227:36（平地 3/1 経綾文綾） 





づきつつ，綾流れの転換点で経 2-緯 2 から経 1-緯 2・経 2-緯 3・経 3-緯 3 などの組み合
わせで，経または緯 1 本，あるいは経・緯それぞれ 1 本ずれることで綾流れの方向を変
えることが出来る．したがって，両者は基本的に技術的な大差はない．また，平地 5/1(5・




  3/1 綾地 1/3 綾文綾 [1/3 緯面斜紋 3/1 経面斜紋 TAM187:c（744 年文書伴出）]，1/3
綾地 3/1 綾文綾 [1/3 緯面斜紋地 3/1 経面斜紋顕花 TAM213:35]これらの四枚異向綾
は都蘭や敦煌からも出土している501． 
  3/1 綾地 2/1 綾文綾？[3/1 斜紋地 2/1 異向顕花 TAM189:37（722 年文書伴出）]中国
の報告によれば上記括弧内の記述になっているが502，2/1 ではなく 1/3 の緯綾文で
はないだろうか 
  トゥルファンには見出されないが 3/1 綾地 1/7 綾文綾の組織が異向綾にある503．こ
れは遼代のもので 8 枚の綜絖が用いられるようになった． 
 同向 
                                                 
500
 新疆博物館考古部 2000a, p. 62, p. 74, 図 7-1（7-2 はミスプリント). 
501
 趙 2005b, pp. 46-47. 
502
 新疆文物考古研究所 2000a, p. 121. 
503
 趙 2004, p.71. 
組織 出土地/所蔵場所 資料名 資料NO. 年代 備考
平地経浮文綾 殷墟 鉞 殷






一号楚墓 彩條文綺 N 13 戦国
平地 ニヤ 鳥獣文綺 MNM 1 後漢
長沙馬王堆




平地3/1経綾文綾 ノイン=ウラ 菱文綺 MP 1804 漢
アスターナ 黄色団窠対龍文綺 TAM 221:12 唐
678年文書伴出
本稿図 27
平地5/1経綾文綾 アスターナ 棕色套環連珠文綺 TAM 326:7-2 高昌 586年墓誌伴出
異向 3/1綾地1/3綾文綾 アスターナ
黄色団窠




銜綬綾 YYS 113 遼 941年埋葬
2/1綾地1/5綾文







綾地 同向 3/1綾地1/7綾文綾 高昌故城
金糸花文
刺繍幡断片 MIK Ⅲ4909 五代・宋
1/3綾地3/1綾文
綾 耶律羽之墓 大雁文綾 YYS 112 遼 941年埋葬
1/5綾地5/1綾文
綾
2/1綾地浮文綾 高昌故城 菱文綾 MIK Ⅲ4995 唐 同組織正倉院蔵，草木双羊双鳳文白綾
3/1綾地浮文綾 アスターナ 八彩暈繝提花綾 TAM 105:1 唐
5/1綾 勝金口 飛鳳蛺緤団花錦 五代・宋 縫取錦の地
挿表 ９．　綾の種類とその発展
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双羊双鳳文鬱金綾金泥花模様描絵裂は 1/2 綾地 5/1 綾文綾のように 1/2 と 5/1 の組
み合わせや508，3/1 綾地 1/7 綾文綾（MIKⅢ4909）のように 3/1 と 1/7 の組み合わせ




文白綾襯の外511，寧夏西夏陵区 108 墓からも出土している512 














れた．それらは東方へもたらされ，先ず毛平組織緯錦が 3 世紀に，絹平組織緯錦が 4 世
紀に新疆で織り出された．更に西から綾組織緯錦が運ばれて来たことについて，第 1
編・第 2 編を通じ明らかにした．西からもたらされた斜文織や綾組織緯錦にみられる綾 
 
                                                 
504
 佐々木 1976, pp. 35-36.  
505
 Riboud et Vial 1970, pp. 327-331.  
506
 趙 2005b, p. 47. 
507
 佐々木 1975, p. 12. 
508
 佐々木 1973, pp. 19-23. 
509
 Schröter 2003, p. 487. Bhattacharya-Haesner 2003, p. 78-79. 
510
 趙 2004, p. 71. 
511
 佐々木 1973, pp. 13-16; 1975, p. 13-18. 
512
 趙 2005b, p. 49.  
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組織=斜文組織が隋・唐代に浸透し，綾組織経錦が織り出されるようになったのは自然
の成り行きである．  




現を想定させる．この錦に関してもすでに第 2 編第 3 章で論じたところである．  
 1/2 綾組織緯錦が中国の 7-8 世紀を風靡したことは言うまでもないが，1/3 綾組織緯錦













1/2 の綾組織が 1/4 の繻子組織に変わった錦が両面 1/4 繻子組織緯錦(MIKⅢ6200)であ
り，この組織は本章第 2 節第 2 項で述べたように遼代の出土資料に多く見られる517．こ
の組織にも両面 1/2 綾組織緯錦と同様に変化形がある． 
また，宋・遼の頃には，緯糸は文様を表す絵緯と地を構成する緯糸に分かれ，経糸は
地緯と交錯すると同時に絵緯とも交錯する． 
経綾地絵緯綾とじ裏浮錦（地絡み金襴，MIKⅢ7443・MIKⅢ7452a）は本章第 2 節第 2




                                                 
513
 Sakamoto 2004b, p. 22. 
514





 趙 2004, p. 35. 
517
 趙 2004, pp. 43-55. 
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組織 出土地 資料名 資料 NO. 年代 備考 
平組織経錦 遼寧省朝陽 西周早期墓     周   
平組織緯錦 アスターナ 動物雲気文錦 （怪獣文錦） Ast. vi.1. 03 東晋 
364 年木版伴出 
図 1 
1/2 綾組織緯錦 アスターナ 鹿文錦 TAM 84:5 高昌 574 年文書伴出 
2/1 綾組織経錦 アスターナ 対馬錦 TAM 386 高昌 619 年墓誌伴出 
1/3 綾組織緯錦 ベゼクリク 植物文錦 MIK Ⅲ7603 唐   
1/4 繻子組織緯
錦 法門寺     唐末 874 年奉納 
両面 1/2 綾組織 






両面 1/4 繻子 










7452a 遼/金   
















は第 3 編で述べたように「納失失」と呼ばれている． 
先に，第 3 編で「納失失」について検討したが，その語源はペルシア語 ”nasj” に求
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518
 横張 1976, p. 61; 武 1962, p. 68; 1992, pp. 135-136. 
519
 西村 1973, pp. 148-149.  
520
 Лубо-Лесниченко 1994, pp. 129-130. 
521
 坂本 1980, pp. 75-77; 許・趙 1991, pp. 77-78. 































『釈名』巻 4，釈綵帛 （欽定四庫全書 221-404） 
  綺欹也．其文欹邪，不順経緯之縦横也，有杯文，形似杯也．有長命，其綵色相間，
                                                 
522
 『説文解字』中華書局，p. 278.『重修玉編』文淵閣四内庫全書経部 218, 小学 p. 224-218. 
523
 Sylwan 1949, pp.18-19, p. 108. 
524













  簡 251  …帷…青綺素裏掾 
…幔幕…青い綺の乳がつく．裏と幅広い縁飾りは白い平織の絹である． 
  簡 265 綺鍼衣一赤掾 
       黄緑色の綺の針さし一点．赤の幅広い縁飾りつき． 
  簡 266 沙綺一両素掾千金條飾． 
羅綺の手袋が一点．白の平織の絹で幅広い縁飾りをつけ，千金の文様の
リボンの飾りがつく． 
  簡 267 綺一両素掾千金條飾． 
       黄緑色の綺の手袋が一点．白の平織の絹で幅広い縁飾りをつけ，千金の文
様のリボンがつく． 
  簡 270 紺綺信期繍簑嚢一素掾 
       紺色の綺に信期繍を施した香袋が一点．白い平織の絹の幅広い縁飾りがつ
く． 
  簡 272 紅綺簑嚢一素掾． 
       紅色の綺の香袋が一点．白い平織の絹の幅広い縁飾りがつく． 
 
 この様に簡 266 を除き青・黄緑・紺・紅と記されるように綺が単色であることが，墨
書からわかる．単に文字だけでなく，竹簡との対照によって遺存した資料から証明され
                                                 
526











 『長沙馬王堆』上 1976, pp. 204-206; 下 pp. 286-287. 
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るのである528． 
 簡 266 に当たる出土資料は，千金の文様のリボンが付く手袋である．手袋は遺物番号








  『説文解字』（中華書局，p. 273）  










  『一切経音義』巻 66（大正新修大蔵経，巻 54, p745） 






                                                 
528
 『長沙馬王堆』下 1976, 図版 105・106. 
529
 『長沙馬王堆』上 1976, pp. 96-97.  
530
 『長沙馬王堆』下 1976, 図版 103-106. 
531
 『長沙馬王堆』上 1976, p. 205.   
532








 書下し「綾は綺に似れども細かきなり」；訳「綾は綺に似ているが綺より糸が細く上等である」  
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 次に唐代になると『漢書』地理志の顔師古注には次のように述べられる． 
 
  『漢書』巻 28 下，地理誌第 8 下（中華書局標点本，p. 1660） 











  『大唐六典』巻 3，（広池本，p. 35） 
  課戸毎丁租粟二石．其調随郷土所産, 綾絹絁各二丈, 布加五分之一．輸綾絹絁者，




















 書下し「課戸の毎丁の租は粟二石．其の調は郷土の産する所に随い, 綾絹絁各二丈, 布は 
 五分之一を加う．綾絹絁を輸す者は，綿三両，布を輸す者は，麻三斤，皆印を書す」 
538
 『大唐六典』 1991, p. 57, 欄外の校記による． 





















  『一切経音義』巻 1（『大正新修大蔵経』巻 54, p. 314） 
   范子計然云, 綺出斉郡．案用二色綵絲，織成文華；次於錦, 厚於綾． 
 
  『一切経音義』巻 4（『大正新修大蔵経』巻 54, p. 329） 
   范子計然云, 綺出斉郡, 今出呉越．544  
 
                                                                                                                                               
539






 尚 2004, pp. 462-463.  
542
 佐藤 1978, pp. 311-320. 
543







































                                                 
545




 Sakamoto 2004b, p. 21. 
547
 『東大寺献物帳』とは聖武天皇のご遺愛品や薬物を東大寺盧舎那仏に献納された品物の目録．  
548
 尚 2004, p. 462，唐代に「無紋綾」の存在を指摘している．  
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  a 平組織経錦： 
藏青地禽獣文錦（TAM177:48(1)）（図 41）  455 年墓誌伴出 
夔文錦（TAM88:2）549            567 年墓誌，衣物疏伴出 
  b 平組織緯錦： 
動物雲気文錦（怪獣文錦）（ast. vi. 1.03）（図 1）364 年木版伴出 




天青色幡文綺（TAM170:20）550   543・548 衣物疏，562 年墓表，衣物疏伴出 
対鳥対獣文綺（TAM303:1）551                551 年墓表伴出 
盤条「貴」字団花綺（TAM48:14）（図 42）    596・604・617 年衣物疏伴出 
連珠套環綺（TAM99:1）552 631 年文書伴出 
錦（平組織経錦）： 
対鳥「吉」字文錦（TAM31:15）553            620 年衣物疏伴出 
藍地対鶏対羊灯樹文錦（TAM151:21）（図 43）620 年墓誌, 衣物疏，644 年文書
伴出 
   
Ｃ 西方到来錦 
連珠円内動植物単独文様の綾組織緯錦（主に動物単独文様） 
  a 正円連珠環に文様が囲まれる錦： 
    猪頭連珠円文錦（ast. i.5.03）（図 3）模造ユスティニアヌス(527-565)金貨伴出 
    猪頭連珠円文錦（ast. i.6.01）554  
連珠花卉文錦 （ast.i.1.01）555                   
側花連珠円文錦（ast. ix.2.01）556        706 年庸調布伴出 
連珠馬文錦（TKM303） 557 
天馬文錦 ムルトゥク出土558 
  b 非正円連珠環に文様が囲まれる錦： 
                                                 
549
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 58. 
550
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 104. 
551
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 105. 
552
 『絲綢之路』1972, 図版 47. 
553
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 99 
554
 『染織の美』30, 1984, 図 26. 
555
 Stein 1928, PL. LXXX. 
556
 Stein 1928, PL. LXXIX 
557
 『吐魯番博物館』1992, PL. 141. 
558
 『西域考古図譜』1972, 染織と刺繍［2］. 
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連珠戴勝鸞鳥文錦（TAM138:17）559              636 年文書伴出 
大連珠立鳥文錦（TAM42）（図 9）               651 年墓誌伴出 
鸞鳥文錦 TAM（332:17）560                     665 年文書伴出 
鳥連珠円文錦 （ast. vii. 1.01）561 
連珠鳥文錦 TAM ?562 
連珠鹿文錦（TAM55:18）563 
鹿文錦（TAM84:5）564                          574 年文書伴出 
大鹿文錦（TAM337:13）565 
大鹿文錦（TAM322:30）566 
大連珠鹿文錦（TAM332:5）（図 10）              665 年文書伴出 
鹿文錦（ast. v.1.01）567 
大連珠戴勝鹿文錦（TKM71:18）568 
連珠猪頭文錦（TAM138:9/2-1）（図 11）           636 年文書伴出 
猪頭文錦（TAM325:1）（図 12）                  663 年文書伴出 




  a 小連珠円（5cm 前後の大きさ）の錦（綾組織経錦）： 
    連珠対鵲文錦（TAM206:48/1）（図 23）           689 年墓誌伴出 
    小連珠団花錦（TAM211:9）570                   633 年墓誌伴出 
    連珠対鴨文錦（TAM363:2）571                   710 年文書伴出 
    鳥獣団花錦（TAM206）572（立涌文内）           689 年墓誌伴出 
     
大紅地団花錦（TAM104）573 
                                                 
559
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 42. 
560
 『新疆出土文物』1975, 図版 141. 
561
 山辺 1979, 図版 43. 
562
 『吐魯番博物館』1992, PL. 193. 
563
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 47. 
564
 『絲綢之路』1972, 図版 33. 
565
 『文物』1962, 図 17. 
566
 『文物』1962, 図 3. 
567
 山辺 1979, 図版 48. 
568
 『文物』1978, 図 29. 
569
 『吐魯番博物館』1992, PL. 191. 
570
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 69. 
571
 『吐魯番博物館』1992, PL. 180. 
572
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 97. 
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    朱地連璧鳥形文錦574 
  b 中連珠円の錦（10cm 前後の大きさ）の錦 
１ 小連珠（平組織経錦）： 
対鳥対獣盤条錦（TAM303:12）575                551 衣物疏伴出 
「胡王」錦（TAM169:14）（図 44）  558 年墓誌，衣物疏，576 年衣物疏伴出 
対獅対象球文錦（TAM19:21）576                  676 文書伴出 
盤条騎士狩猟文錦（TAM101:5）（渦巻き状連珠）（図 45） 
２ 中連珠（平組織経錦）： 
朱紅地連珠孔雀文錦（TAM169:34）（図 24）    576 年衣物疏伴出 
 連珠対孔雀「貴」字文錦（TAM48:6）（図 25）     617 年衣物疏伴出 
 連珠対馬錦（TAM302:22）577                     653 年墓誌伴出 
 朱地連璧天馬文錦578 
 対鳥対獅「同」字文錦（TAM92:37）579            668 年墓誌伴出 
中連珠（綾組織経錦）： 
紅地連珠対馬錦（TAM151:17）（図 26）620 年墓誌，衣物疏，644 年文書伴出 
連珠対馬錦（TAM302:4）580                      653 年墓誌伴出 
 連珠対羊文錦（TAM206:48/2）581                 689 年墓誌伴出 
    白地連璧闘羊文錦582 
 
ｃ 大連珠円の綺・錦（20cm 前後の大きさの連珠円） 
    綺： 
    黄色龍文綺（TAM221:12）（図 27）             653 年墓誌，678 年文書伴出 
    黄色龍文綺片（TAM226:16）（図 28）         710 年銘 
綾組織緯錦： 
騎士文錦（TAM322:22/1）（図 29-a・b）            663 年墓誌伴出 
    連珠天馬騎士文錦（TAM77:6）（図 30） 
    騎士文錦（MIKⅢ6236）583 
                                                                                                                                               
573
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 70. 
574
 『至宝』，2002, 図 52. 
575
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 27. 
576
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 31. 
577
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 36. 
578
 『至宝』2002，図 51. 
579
 『絲綢之路』1972, 図 29. 
580
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 37. 
581
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 54. 
582
 『至宝』2002，図 52. 
583
 Sakamoto 2004b, p. 41. 
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対鴨文錦（TAM92:4）584                       668 年墓誌伴出 




  a 小花文の綾組織経錦： 
    海藍地宝相花文（TAM188:29）（図 46）         715 年墓誌，716 年文書伴出 
    紺地八弁花文錦587 
b 中花文の綾組織緯錦： 
宝相花文織成錦（TAM117:47）588                683 年墓誌伴出 
宝相団花錦（TAM214:114）（図 47）              665 年墓誌伴出 
    緑地団花錦（TAM206）589                  633 年埋葬記録，689 年墓誌伴出 
  c 大花文の綾組織緯錦： 
紅地団花錦（TAM230:6）590                 702 年墓誌，721 年文書伴出 
    深紅牡丹鳳文錦（TAM381）（図 48）             778 年文書伴出 
 
F 段文の錦 
  a 平組織経錦： 
    樹文錦（TAM170:38）（図 16）                  562 年墓表，衣物疏伴出 
    鳥獣条文錦（TAM306:10）（図 14）              541 年写紙伴出 
    鳥獣朶花条文錦（TAM324:16）591 
  b 平組織緯錦： 
    対羊文錦（TAM170:66）592                     562 年墓表，衣物疏伴出 
    連珠小花錦（TAM323:13/3）（図 31）            587 文書伴出 
    亀甲「王」字文錦（TAM44:23）（図 18）         655 年墓誌伴出 
大吉字文錦 TAM169:51593                       576 年衣物疏伴出 
連珠文錦（1）・（2）（TAM507）594 
                                                 
584
 『絲綢之路』1972, 図版 30. 
585
 Stein 1928, PL. LXXIX 
586
 『西域考古図譜』1972, 染織と刺繍［2］. 
587
 『至宝』2002, 図 53. 
588
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 60. 
589
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 68. 
590
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 63. 
591
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 82. 
592
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 77. 
593
 『新疆出土文物』1975, 図版 81. 
594
 Wu 2006, p. 221, fig. 158. 
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  c 綾組織緯錦： 
    幾何瑞花錦（TAM331:5）595                     619 年文書伴出 
    連珠対孔雀錦（TKM48:1）596                    650 年文書伴出 
    連珠対鳥文錦（TAM134:1）（図 49）             662 年墓誌伴出 
鴛鴦文錦（TAM337:13/2）597                    657 年墓誌伴出 
    双鳥文錦（TAM322:29）598                      663 年墓誌伴出 
    対鹿文錦（TAM330:60）（図 50）              672 年墓誌，674 年文書伴出 
     
 
1．漢文様から円文へ 





土龍文経錦(MAS926, ch.00118) に同様の文様が見いだせる599．藏青地禽獣文錦は 5 世紀
前半のもので，トゥルファン文書にある「魏錦」と呼ばれる錦にあたると思われる600． 
アスターナ出土動物雲気文錦（364 年木板伴出，図 1）・夔文錦（567 年墓誌・衣物疏




して正方向に表されている（正置）．一方，第 2 編第 4 章で触れたトゥルファン産の丘
慈錦と同じ綿経綿緯の倣獅文錦に見られる瑞獣は織物の経方向に対して 90 度回転して
表されている（横置）．その瑞獣はデフォルメされ，雲気は単なる線と化している．こ
の錦は上記の 4 世紀の動物雲気文錦（図 1）を模倣したものと考えられる．また，倣獅
文錦にも四弁花がぎごちなく填められているのは中国錦である夔文錦からの模倣であ
ろう．このように漢錦の影響は形式的なものとなりながら 6 世紀まで続いたようである． 
グループＢにおける特徴は，まずアスターナ出土天青色幡文綺（543・548 年衣物疏・
562 年墓表・衣物疏伴出）・対鳥対獣文綺（551 年墓表伴出）・盤条「貴」字団花綺（617
                                                 
595
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 88. 
596
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 39. 
597
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 85. 
598
 『シルクロード学研究』8, 2000, PL. 86. 
599
 『西域美術』3, 1984, 図 37. 図 37 の解説では後漢時代とされているが，織物の時代は下る 
横張 1986, p. 92. 
600
 横張 2000, p. 181.  

















次に対鳥対獣文綺（551 年墓表伴出）から 6 世紀中葉に丸い形の円文が現れたといえ
るが，第 2 編第 3 章で取り上げた朱紅地連珠孔雀文錦（TAM169:34, 576 年衣物疏伴出，














                                                 
601
 Martiniani 1986, Cat. 16. 横張 1986, p. 98. 
602
 耿 1995, p. 60.  
603
 『徐顕秀墓』2005, p. 10（墓誌），p. 38, p. 40, p. 41, p. 50, (PLs. 23・25・26・34・35). 
604
 『徐顕秀墓』2005, pp. 33, PL. 19. 
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2．西方錦の到来  
 グループＣの文様は第 2編第 2 章第 1節で述べたように正円連珠環と非正円連珠環の




























ている606．連珠天馬文錦から推定すると 6 世紀後半から 7 世紀前半の製作と見られる．
都蘭の盤条騎士狩猟文錦には太陽神ヘリオス607，またはリグ・ベーダにみえる月神スー
リヤが表されている．スーリヤは仏教に取り入れられ日天となったもので，単に文様の
                                                 
605
 Klyashtorny 2006, p. 221. 
606
 趙 1999, pp. 302-303.  
607
 趙 1995, pp. 182-183.  






















ループＥの海藍地宝相花文（715 年墓誌・716 年文書伴出，図 46）および同文様である
大谷探検隊収集の紺地八弁花文錦である．上記の錦は四つ葉花文と八弁花文が交互に表
されている．その他に宝相花文織成錦（683 年墓誌伴出）も同様の八弁花文の文様であ




以て飾り, 左右衛将軍は対麒麟を以て飾り, 左右武衛は対虎を以て飾り, 左右鷹揚衛は対
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る． 
花文様が大きくなるに従って，花弁は次第に細分化され，繊細に装飾されている．宝























宋敏求（編）『唐大詔令集』巻 109，禁大花綾錦等勅，（商務印書館 p. 566）612 
                                                 











612 書下し「勅す …（中略）… 外に在りて織造する所の大張錦・軟瑞錦・透背及大繝錦・竭鑿
六破以上の錦・獨窠文綾・四尺幅及獨窠呉綾・獨窠司馬綾等を，みな宜しく禁断すべし．其の
長行の高麗白錦・雑色錦・及び常行の小文字綾錦等，旧例に依りて造るに任ず．其の綾錦の花




















中国伝統の経錦で織られたもので，6 世紀から 7 世紀初めに属している． 
b の錦は対羊文錦（562 年墓表・衣物疏伴出）・連珠小花錦（587 年文書伴出，図 31）・




世紀後半から 7 世紀前半のものである． 
 ｃの錦は主にハート型四弁花文と動物文様が段に表された錦で連珠対孔雀錦（650 年
文書伴出）・連珠対鳥文錦（662 年墓誌伴出，図 49）・鴛鴦文錦（657 年墓誌伴出）・双
鳥文錦（663 年墓誌伴出）・対鹿文錦（672 年墓誌・674 年文書伴出，図 50）・幾何瑞花









 坂本 2000a, pp. 118-119. 虞弘墓の棺槨にも人首鳥身が表されているのは同じ流れである．  
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 Pfister and Beringer 1945, pl. XXI, 道明 1981, p. 75. 
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 陳国安 1984, p78-80, 陳国安・馮玉輝 1984, pp.75-76. 
616
 内蒙古文物考古研究所他 1996, pp. 28-30 ; 趙豊・斉暁光 1996, pp. 33-35. 
617 徳・張・韓 1994, pp. 23-25.  
618
 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 78-79. 
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 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 350-351, Rong 2003, p. 475 
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 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 72-73. 武 1992, pp. 148-149. 
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され（図 54），鳳凰は飛翔する姿で表される（図 55）．これらの文様は金糸で表されて







館に所蔵され，遼の 10-11 世紀とされている624．同様にドイツ隊発掘の資料は 2 色で上
下左右対称に表されている（MIKⅢ7606，図 56）．その外，地文様の中に主文が表され
た錦が出現する．このドイツ隊発掘資料は七宝繋ぎ文を地文とし主文に四弁花を表して
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 『敦煌莫高窟』5, 1982, 図版 135;『西千仏洞』1998, p.34; 莫高窟第 100 窟甬道北壁，西千仏
洞第 13 窟甬道西壁の観察による． 
622
 趙 2004, pp. 135-141. 
623
 趙 1999, pp. 148-149; 趙 2004, pp. 171-172. 
624
 趙 1999, pp. 186-187. 
625
 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 84-85. 
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 Bhattacharya-Haesner 2003, pp. 81. 
627
 趙 2004, p. 167. 
628
 Bhattacharya-Haesner 2003, p. 74. 
629
 趙 2004, p. 73. 慶州白塔は遼代の八角形七層の仏塔で仏像・舎利塔・織物などが発見された． 
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 島田 1949, pp. 31-32. 
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先に本編第 2 章第 1 節西方錦の到来の項で 8世紀に属するソグド錦について触れてお
いた．それらは直線的な構成の生命の樹錦（MIKⅢ4926a 図 63）や天馬文錦（MIKⅢ6991, 
図 64）635である．生命の樹錦は丸い形の実が樹から下がり，樹の幹の両側に鳥の姿が
見られる．この錦のような直線的な文様構成はソグド錦に多く，また，天馬文錦の天馬
は 7 世紀の天馬の体躯 10cm 足らずに比べて 20cm と大きく，連珠は見られない．ペン
                                                 
632
 福建省博物館 1977, pp. 3-4; 鎮江市博物館・金壇文化館 1977, p. 21-27; 周他 1999, 
 pp. 44-56. 
633
 趙 1999, pp. 216-217; 趙他 2001, 図 2-70. 
634
 Zhao 2000, pp. 44-47. 
635
 Sakamoto 2004b, p. 22, pp. 37-38, PL. 8. 




また，モシチェヴァヤ=バルカから行列するライオン錦（МБ 422-2846, 図 66）637やグリ
フォン錦（kz 6762, 6587, 8-9 世紀, 図 67）638が出土し，動物の文様は天馬文錦と同様に
一頭およそ高さ 15×幅 20cm 大で表されている．ドイツ隊発掘のトゥルファン出土天馬
錦とモシチェヴァヤ=バルカ出土グリフォン錦は色遣いや翼の表現の仕方など類似点が
多い．ライオン錦については，10 あるいは 11 世紀とされるビザンツ錦に対向するライ
オン錦（マーストリヒト， St. Servatius セント=セルヴァティウス寺院蔵, 図 68）639が
あり，同じライオンの文様であるが，モシチェヴァヤ=バルカ出土ライオン錦は文様の
素朴さや階段状の輪郭からみて 8-9 世紀のソグド製であろう． 
その外，8-9 世紀のソグド錦は第 2 編の挿表 2・4 で挙げた錦のほかモシチェヴァヤ=
バルカ出土対孔雀文錦 (No. kz 5075 図 69)，連珠対孔雀文錦(No. kz 6981)640，敦煌出土経
秩の対獅文錦(MAS858, Ch. xlviii. 001)，同じ敦煌出土の連珠対鹿対鳥文錦(MAS862a, Ch. 
009, MAS862b，Ch00359a)641，都蘭出土とされ現在アベック財団所蔵の対獅文錦(No. 
4863a, 4864a, 図 70)，対羊文錦(No. 4901)642などがある．それらは連珠に囲まれている錦
もあれば極めて小さい連珠を連ねた環の外に絡縄文（図 69 参照）・鋸歯文（図 7 参照）・
葉状文，半円形花弁が付帯した円（図 70 参照）に囲まれている．主文の間に表された
副文には四方に伸びるペルシャ風植物文，対鳥文・小動物（図 7 参照）が見られ，円内







 上記の敦煌出土の対獅文錦(MAS858, Ch. xlviii. 001)と同文様の錦がサンス大聖堂（図
7），ビクトリア&アルバート美術館をはじめベルリンやブリュッセルの美術館に所蔵さ
                                                 
636





 Ierusalimskaja 1996, Abb. 210. この錦についてイエルサリムスカヤはシリア製と推定している
が，筆者は 8 世紀の天馬文錦との色や表現法の類似からソグド製ではないかと考えている． 
639
 Muthesius 1997, pls. 10a・b. 
640
 Ierusalimskaja 1996, pp. 253-254, Abbs. 214-215. 
641
 『西域美術』3, 1984, 図 6・40-1,2. 
642
 Otavsky 1998a, Abbs. 4-6; 許 2002, 図 55・61・62. 










 次いで現れる典型的な錦はイスラム錦でアラビア文字が表されている．第 3 編で扱っ
た大谷探検隊収集の三日月文錦や St. Josse の聖遺骸布はその例である．これらの錦は第
3 編で述べたようにイスラム圏東辺で織られたものと思われる．ペルシアで織り出され
たものにレイ出土のティラーズ錦がある645．その一つには「王中の王に栄光と繁栄あれ，
(Bah)ā ad-dawla Diyā ’l-milla, Ghiyā t al’-u(mma, Abu Nasr , son of ‘Adud ad-da ) wla Taj 
al-milla, 彼の命長からんことを．… 」と織り込まれている．ブワイ朝の皇子バハーダ
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 Muthesius 1997, pls. 45a,b・49a・98a,b. 
644
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 Weibel 1972, pp. 111, pl. 110. 
646
 魏 1960, 図 3・9. 新疆阿拉爾は焉耆区若羌県にあり，洞墓から衣服を着たミイラが染織品
を伴って発見された． 
647
 趙 1999, p. 186, pp. 188-189, pp. 190-191. 明水墓は蒙古汪古部の墓地である． 


























                                                 
648
 中野 1986, p. 384. 
649
 Елкина 1986, p. 133, p. 150 によれば最も早いものはオムスクとアルタイの遊牧民の墓から出
土し，紀元前 4-3 世紀である． 
650
 趙 2002, pp. 100-101. 
651
 Li 2006, pp. 262-263. 
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に見られるように異様の文様を禁止するように提議があり，中統二年(1261)段疋・毛段



































ある．」佐藤 2004, p. 126 ． 
665
 佐藤 2004, pp. 126-128.  

























心に据えたのは 4-15 世紀の染織文化がそこに凝縮していると考えたからである． 








第 2 編においては錦の生産地の問題が主要なテーマとなった． 
 従来染織研究は，概して染織資料の分析と染織に関わる文字資料に拠る研究が個々に
行われてきた．染織資料の分析は更に文様の意味付けや文様の起源を探る方向と，技術














































 第 4 編では第 2 編と第 3 編の結論に基づき，トゥルファン出土染織資料の技術と文様
の発展を論じた． 
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染織用語解説    （あいうえお順） 
 
網捩れ（あみもじれ）    羅，参照 
綾（あや）         綾地に浮き糸や綾流れで文様が表された織物（ただし史
料用語ではなく現代中国の織物用語，第 4編第 1章第 4
項参照）．日本では平地に浮き糸や綾流れの平地綾もこ
れに含まれる． 





綾地浮文綾       綾地異向綾文綾     綾地同向綾文綾  
   
綾地綾文綾（あやじあやもんあや）綾地綾参照 
綾地浮文綾（あやじうきもんあや）綾地綾参照 
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綾組織経錦（あやそしきたてにしき）経複様綾組織で織られた織物． 
綾組織緯錦（あやそしきよこ/ぬきにしき）緯複様綾組織で織られた織物． 
綾流れ（あやながれ）    斜文織や綾において斜めに流れる斜文線． 
印花（いんか）       文様を型でプリントしたもの． 
印金（いんきん）      文様の型に糊あるいは膠など接着剤を塗り，その接着剤
の上に金銀箔や金銀粉をのせ文様からはみ出た分を除
き文様を表す．中国では銷金という． 
浮き（うき）        経糸が，連続する 2 越以上の緯糸の上をまたいだ状態，
あるいは緯糸が，連続する 2本以上の経糸の上をまたい
だ状態． 
浮織（うきおり）      地の組織とは別に，耳から耳まで通される通し絵緯で文
様が表される組織あるいは織物で緯込みである． 






様平組織・経複様綾組織の図を参照）        
開口（かいこう）      経糸の上下運動で，それによって経糸は上下 2面に開か
れ，その間に杼が通される． 
緙絲（かくし）       綴織のこと，多色文様の織物の一つで各緯糸は,それぞ
れ文様モチ－フに必要な範囲に限って用いられ経糸を
覆う． 
               
                     綴織組織 
 
陰経（かげだて, main warp） 役割の違う数種の経糸をもつ織物において，ここでは緯






籠捩れ（かごもじれ）    羅，参照 
窠間幅（かまはば）     文様が緯糸方向に繰り返されるその一単位． 
綺（き）          平地に綾流れで文様が表された織物（ただし史料用語で
はなく現代中国の織物用語）． 
夾纈（きょうけち）     2枚の板に文様を彫り，布をたたみ，布の両面をその板
で夾み，浸染した布． 
絹（けん）         絹糸で平組織に織られた織物．素絹は無文で白地のもの 
縑（けん）         ふたこ絹といわれ経糸か緯糸が，2本引き揃えて平組織
に組織された織物とされる．ただし，「縑」と記された
漢代の出土織物は経糸・緯糸とも 1本の平組織である． 
絞纈（こうけち）      糸で縫って絞り，または糸で括り防染して染めた布． 
刻絲（こくし）       緙絲と同じ 
地組織（じそしき）     1. 織物の地部分を構成している組織で，文様部分とは
っきり区別される． 
2. 経または緯の浮きの下地となる組織. 
地経（じだて）       地組織を構成する経糸． 
地緯（じぬき）       地組織を構成する緯糸． 




             紗組織（2本単位）    紗組織（3本単位） 
（佐々木 1976, 図 28・29） 
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繍（しゅう）        刺繍あるいは刺繍した布． 









織成（しょくせい）     綴織の組織の緯糸 1本毎に全幅にわたって緯糸が通され
る織物． 




双面錦（そうめんきん）   表の地色が裏の文様の色となり，表の文様の色が裏の地
色となる錦．二色錦，風通などをそのように呼ぶことが
ある．               














                      (『文物』1984-10, カラー図版 宋『蚕織図』文字は筆者が加筆) 
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経込み（たてこみ）     単位間の経糸数が緯糸数より大であること． 













             b: binding weft（母緯）m: main weft（陰緯） 
                               経複様綾組織 
 











b: binding weft（母緯）m: main weft（陰緯） 
                    経複様平組織 
 
単層（たんそう）      織物の経糸あるいは緯糸が，全体を通して上下に層をな
さない状態．2層または複様でないこと． 






紡ぎ糸（つむぎいと）     繊維には絹のような長繊維と棉や毛のような短繊維が






跳び杼（とびどう）     織り初めから通される緯糸ではなく，必要なところにの
み通される緯糸． 
斜子技法（ななこぎほう）  2-2技法ともいわれ，経糸 2本，緯糸 2越のハツリに基
づく技法． 
ニードルループ       編み針で作られた連続した環状のループ． 
錦（にしき）        多色で文様のある織物．縞，チェックを除く． 
縫取り（ぬいとり）     文様を表す技法の一つで，緯糸方向において，地緯と
は別に絵緯が文様の幅以内で折り返され文様が表され
る技法． 
縫取織（ぬいとりおり）   地の組織とは別に，文様の幅以内で折り返される縫取
り絵緯で文様が表される織物． 
 
縫取織組織 （『コプト織』1998, 図 3） 
 
削り，ハツリ（はつり）   文様の輪郭に段をつくる，いいかえれば刻み目をつくる
経糸または緯糸のグループ． 


















パイル結び（対称）   パイル結び（非対称）   緯パイル結び 
 







平地浮文綾     平地浮文綾（変化形）  平地綾文綾 








平地浮文同口錦（佐々木 1973, 図 31） 
 










風通（ふうつう）      経糸 2色，緯糸 2色共に同じ色の組み合わせで交互に配
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され，織物または織物の一部が上下二層に織られている
もの．双面錦ともいう． 
              
風通 （佐々木 1976, 図 85） 
 
伏機（ふぐせ）       機の前部に備えられた装置（前機装置）において文様部 





ベルクレ           色合いの異なる二種の緯糸によって作り出される効果
でそれぞれの色の緯浮きが交互に現れる．それによって
二種の色のぼかし効果があり，立体感を表す． 
耳（みみ）         織物を織る時，緯糸を引き返す箇所で，織物の端に当た
る． 
綟れ組織（もじれそしき）   経糸を 2本か 3本か 4本単位で左右に絡ませて織る組
織．紗や羅の組織． 
紋綜絖（もんそうこう）   文様に応じて経糸が通されていて，緯糸を入れる杼口を
あけるために，経糸を上下させる装置． 
文丈（もんたけ）      文様が経方向に繰り返されるその一単位． 
文紗（もんしゃ）      捩組織と平組織あるいは綾組織によって構成され，文様
は捩組織あるいは平・綾組織，また両方の組織によって
表される． 
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文紗 （角山 1968, 図 75より） 
 
緯込み（よここみ）     単位間の緯糸数が経糸数より大であること． 
横綜（よこべ）       空引機において紋綜絖と同じ機能の装置． 










b: binding warp（母経）m: main warp（陰経） 
     緯複様綾組織 
 















b: binding warp（母経）m: main warp（陰経） 
                    緯複様平組織 
 
撚り（より）        糸を回転させて糸に強度，硬さ，伸張力を加えること．
回転方向にＳとＺがある． 
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                地：平組織，文： 別絡み（黒糸）と 1/2綾組織 
                           ランパ組織   （Дoдe 2006, fig.36）  
         
両面 1/2 綾組織緯錦（りょうめん 1/2 あやそしきよこにしき）綾組織緯錦とは違って，
表も裏も 1/2の緯浮きの綾になる組織．母経は緯糸の一













練（れん）         平組織に織られた絹織物に練りを施して柔らかくした艶
のある織物． 
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ート美術館蔵 Ast. vi. 1. 03） 





図 2. アンティノエ出土 連珠天馬文錦（リヨン織物美術館蔵 897.III. 5） 
    （リヨン織物美術館提供） 
  
 




図 4．モシチェヴァヤ=バルカ出土 シムルグ文錦カフタン（エルミター 
ジュ美術館蔵 Kz 6584-a）（出典：『シルクロードの遺宝』1985, 図 121）  
 
 
図 5．聖ルー シムルグ文錦（パリ 装飾美術館蔵 no. 16364） 




図 6．対羊(鹿)文錦（ユイ ノートルダム寺院蔵） 







図 7. 対獅錦（Sens, Cathedral Treasury, 左端に「房耳」が見える ） 









図 9. アスターナ出土 大連珠立鳥文錦（新疆博物館蔵 TAM 42） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 52） 
                
 図 10．アスターナ出土 大連珠鹿文錦（新疆博物館蔵 TAM 332:5） 




図 11．アスターナ出土 連珠猪頭文錦（新疆博物館蔵 TAM 138:9/2-1） 




図 12．アスターナ出土 猪頭文錦（新疆博物館蔵 TAM 325:1） 










図 14．アスターナ出土 鳥獣条文錦（新疆博物館蔵 TAM 306:10）          




図 15．アスターナ出土 連珠対馬錦（新疆博物館蔵 TAM 302:22） 
  （出典：『シルクロード学研究』8, PL.36-a） 
  
→ 
図 16．アスターナ出土 樹文錦（新疆博物館蔵 TAM 170:38） 




図 17. アスターナ出土 棋紋錦（新疆博物館蔵 TAM 139:1） 
（出典：『絲綢之路』1972, 図 31） 
 
 
図 18．アスターナ出土 亀甲「王」字文錦（新疆博物館蔵 TAM 44:23） 





図 19．アスターナ出土 倣獅文錦（新疆博物館蔵 TAM 313:12） 










図 21. アフラシアブの壁画 









図 23．アスターナ出土 連珠対鵲文錦（新疆博物館蔵 TAM 206:48/1） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 53） 
 → 
図 24．アスターナ出土 朱紅地連珠孔雀文錦（新疆博物館蔵 TAM 169:34） 




図 25．アスターナ出土 連珠対孔雀「貴」字文錦（新疆博物館蔵 TAM 48:6） 




図 26．アスターナ出土 紅地連珠対馬錦（新疆博物館蔵 TAM 151:17） 




図 27. アスターナ出土 双龍連珠円文綺（新疆博物館蔵 TAM 221:12） 






図 28. アスターナ出土 双龍文綺（新疆博物館蔵 TAM 226:16） 
（出典：武 1992, 図 101） 
図 29-a．アスターナ出土 騎士文錦 
（新疆博物館蔵 TAM 322:22/1） （出典：『シルクロード学研究』8, PL. 45-a） 
→ 
図 29-b．アスターナ出土 騎士文錦副文（新疆博物館蔵 TAM 322:22/1） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 46-b） 
 
 
図 30. アスターナ出土 連珠天馬騎士文錦（新疆博物館蔵 TAM 77:6）  
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 55） 
 
→ 
図 31．アスターナ出土 連珠小花錦（新疆博物館蔵 TAM 323:13/3） 






図 32. 都蘭熱水郷血渭吐蕃墓出土 紅地波斯婆羅鉢文字錦 
（出典：『中国文物精華』1997, PL. 129） 
 
 
     図 33. 大谷探検隊将来三日月文錦（龍谷大学大宮図書館蔵） 
（著者撮影） 
        
図 34. キジル十六帯剣者窟の寄進者（ベルリン, アジア美術館蔵）  
（出典：『西域美術展』1991, 図 29） 
      
 
図 35. キジル最大窟の連珠鴨文（ベルリン, アジア美術館蔵） 





図 36. St. Josse の聖遺骸布（ルーブル美術館蔵）  








   図 37. 三日月文錦（ビクトリア・アルバート美術館蔵） 
     (出典：『染織の美』29，図 25） 
 
 
 図 38. 大谷探検隊収集三日月文錦 裏面（龍谷大学大宮図書館蔵） 




 図 39. スイパン出土 綿ベルベット（ベルリン, アジア美術館蔵 MIKⅢ6194）  





図 40. 高昌故城出土 花唐草金襴（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6222） 
（旧インド美術館提供,  I. Papadopoulos 撮影） 
 
  














図 44. アスターナ出土「胡王」錦（新疆博物館蔵 TAM 169:14） 




図 45. アスターナ出土 盤条騎士狩猟文錦（新疆博物館蔵 TAM 101:5） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 43） 
 
 
     → 
図 46. アスターナ出土 海藍地宝相花文（新疆博物館蔵 TAM 188:29） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 65） 
  
図 47. アスターナ出土 宝相団花錦（新疆博物館蔵 TAM 214:114） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 64） 
 
→ 
図 48. アスターナ出土 深紅牡丹鳳文錦（新疆博物館蔵 TAM 381） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 66） 
 
  
図 49. アスターナ出土 連珠対鳥文錦（新疆博物館蔵 TAM 134:1） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 40） 
 
 
図 50. アスターナ出土 対鹿文錦（新疆博物館蔵 TAM 330:60） 
（出典：『シルクロード学研究』8, PL. 87） 
  
図 51. 耶律羽之墓出土 花樹獅鳥文綾（中国絲綢博物館蔵） 





図 52. 高昌故城出土 牡丹文刺繍（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ
4908,4909） 
（旧インド美術館提供，I. Papadopoulos 撮影） 
 
  
図 53. トヨク出土の幡（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6639） 
（旧インド美術館提供，I. Papadopoulos 撮影） 
 
 
図 54. 龍円文金襴 （AEDTA 蔵 no. 3270） 




図 55. 鳳凰文金襴 （AEDTA 蔵 no. 3086） 





図 56. 連珠鳳凰雲文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ7606） 





図 57. 七宝繋ぎ地四弁花錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ532） 




図 58. 高昌故城出土 菱繋ぎ四弁花文綾（ベルリン，アジア美術館蔵 
MIKⅢ7755）（旧インド美術館提供，I. Papadopoulos 撮影） 
 → 




図 60. 花鳥文錦（ベルリン，アジア美術館蔵，MIKⅢ162） 
（旧インド美術館提供，I. Papadopoulos 撮影） 
  
 




図 62. 刺繍小袋 （韓国国立中央博物館蔵） 





図 63. 高昌故城出土 生命の樹錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ4926a） 




図 64. 天馬文錦（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ6991） 
（旧インド美術館提供，I. Papadopoulos 撮影） 
 
 
図 65. ペンジケント壁画の衣服の文様  








図 67. モシチェヴァヤ=バルカ出土 グリフォン錦（エルミタージュ美術館蔵




図 68. 対向するライオン錦（マーストリヒト， St. Servatius 寺院蔵） 
（出典：Muthesius Byzantine Silk Weaving AD 400 to AD 1200, 1997, 4b） 
 
  
図 69. モシチェヴァヤ=バルカ出土 対孔雀文錦（エルミタージュ美術館蔵 





図 70. 対獅文錦（アベック財団蔵 no. 4863a) 
            （出典：Otavsky 1998, Abb. 5） 
  
図 71. 内蒙古元集寧路遺址出土 亀甲地グリフォン錦（内蒙古博物館蔵） 










図 73. 高昌故城出土 龍文刻絲（ベルリン，アジア美術館蔵 MIKⅢ535） 
（出典：Le Coq Chotscho, Tafel 49-c） 
 
 













i. 1 Ast. i. 1. 01, LXXX 連珠花卉文錦，Byzantine pattern Figured silk, Twill weave 
Ast. i. 1. 02 a,　XLIII 綾 Silk damask
Ast. i. 1. 010, LXXXIV 四つ菱花文綾 Silk damask 86
Ast. i. 1. 011, LXXVIII, LXXXIII 八弁花文錦 Figured silk, Twill weave 大谷探検隊収集八弁花文錦(綾経錦)と同文
i. 2
i. 3 模造ユスティニアヌスI世金貨 (527-65) Ast. i. 3. a. 01, LXXIX
樹下対鹿連珠円文錦，









i. 4 延和7年 (608)墓誌
貞観20年 (646)墓誌
i. 5 模造ユスティニアヌスI世金貨 (527-65) Ast. i. 5. 03, LXXVI
猪頭連珠円文錦,
 Sasanian type Figured silk, Twill weave 本稿図 3
Ast. i. 5. a. 01(a) ,LXXXIV 菱格子十字文錦 Figured silk
Ast. i. 5. a. 01©, LXXXIV 対龍人物文綾 Silk damask
Ast. i. 5. b. 01, LXXIX 対鳥連珠円文錦，Sasanian motif, Chinese work Figured silk, Warp-rib weave




i. 7 Ast. i. 7. 03, LXXXIV 小花，葉，飛鶴文綾 Silk damask
Ast. i. 7. 04, XXXVI 菱文羅 Silk gauze 51
Ast. i. 7. 05, LXXIX 入り子四つ菱対鵞鳥文綾 Silk damask
i. 8 Ast. i. 8. 01, LXXXVII 花文錦 Figured silk
ii. 1












iii. 2 開元通宝 Ast. iii. 2. 02, XXXVI 方形文平織 silk veiling
Ast. iii. 2. 03, LXXVIII 小四弁花，蕾文錦 Figured silk
iii. 3 開元10年 (722) 文書
天宝2年 (743) 文書




iv. 1 神功2 (698) 墓誌
v. 1 乾封2年 (667) 墓誌 Ast. v. 1. 01 連珠円文錦, Sasanian type Figured silk, Twill weave 47
v. 2 ササン銀貨 Ast. v. 2. 01, LXXVIII 対孔雀，獅子唐草連珠円文錦，Sasanian type, Chinese work Figured silk, plain with faint rib
法隆寺蔵赤地双鳳獅子唐草
連珠円文錦(平経錦)と同文 44
vi. 1 升平8年 (364) 木板 Ast. vi. 01, from tomb 1,  XLV 綾地花唐草刺繍 Silk embroidery on damask 105
Ast. vi. 02, from tomb 1, LXXVIII 対鳥花文 Figured silk, Warp-rib weave
Ast. vi. 1. 02, LXXXVI 纐纈 silk with knot-dyed 76
Ast.. vi. 1. 03, LXXX 怪獣文錦, Lou-lan silk type Figured silk 太い耳付き,  本稿図 1 3
Ast.. vi. 1. 04, XLV 羅地三日月刺繍 Silk gauze embroidered 50
vi. 2 Ast. vi. 2. 04, XXXVI 怪獣文錦, Lou-lan silk type Figured silk, Warp-rib weave 紺地点文ろう染布に縫い付け 24
vi. 3 Ast. vi. 3. 07    花文刺繍 Embroidery, Chain stitch 82
vi. 4
vii. 1 Ast. vii. 1. 01, LXXVII 鳥連珠円文錦, Sasanian type Figured silk 43




viii. 1 Ast. viii. 1. 01, LXXXV 入り子四つ菱，連珠交円文綾 Silk damask 40










ix. 1 永徽3年 (652) 墓表
乾封2年 (667) 墓銘
ix. 2 神龍2年 (706) 庸調布 Ast. ix. 2. 01, LXXIX 側花連珠円文錦, Sasanian type Figured silk, Warp-rib weave 45
光宅元年 (684-5) 租布 Ast. ix. 2. 02, LXXXIII 菱格子八弁花文錦 Figured silk 32
永昌 (689) 墓誌 Ast. ix 2. 016, XXXVI 菱文羅 Silk gauze 53
乾封2年 (667) 墓誌 Ast. ix. 2. 017 猪頭連珠円文錦, Sasanian type Figured silk
Ast. ix. 2. 022, LXXVIII 開花連珠円文錦,Modified Sasanian type Figured silk
大紅地団花錦 (TAM
104綾経錦)と同文 46
ix. 3 Ast. ix. 3. 02, LXXX 対天馬連珠円文錦,Sasanian type, Chinese work Figured silk, Warp-rib weave 
連珠対馬 (59TAM
302平経錦)と同文 49
Ast. ix. 3. 03, LXXVIII 対鳳開花段文錦 Figured silk, Twill weave 鳥獣朶花文錦 (60TAM324: 16平経錦) と同文 22
ix. 4, 5 貞観22年 (648)墓誌
永淳元年 (682) 墓表
ix. 6
x. 1 Ast. x. 1. 02, XXXVI 菱文羅 Silk gａｕｚｅ
Ast. x. 1. 03, XXXVI 唐花文錦 Figured silk 変体宝相花文錦(68TAM 381平経錦)と同文
Ast. x. 1. 05, LXXXV 植物文綾 Silk damask
Ast. X. 1. 05, XXXVI 六弁花段文錦 Figured silk 大谷探検隊収集花鳥段文錦 (綾経錦)と酷似 16
Ast. x. 1. 06, LXXXIII 六弁花段文錦 Figured silk 大谷探検隊収集花鳥段文錦(綾経錦)と酷似 28
Ast. x. 1. 07, LXXIX 花文錦 Figured silk, Twill weave 
　
表注
　Stein, A.　　 Innermost Asia, Ⅱ，Oxford University Press, 1928, pp. 587-718 (Repr.: New Delhi 1981).
  山辺知行    『シルクロードの染織』京都，紫紅社, 1979.  による．

























64 TAM029 039 杏黄色綺 672,675,682,685年文書 平紋地経綫起花(新疆博)










68 TAM099 001 連珠套環綺 631文書 平紋地斜紋起花(新疆博)
平地綾(横)平織
斜紋起花(張) 『絲綢之路』図47.















72 TAM151 030 紫綺 609,613-618,644年文書,620年墓誌,衣物疏
72 TAM151 031 黄綺 609,613-618,644年文書,620年墓誌,衣物疏
72 TAM167 012 暈繝細綾 唐西州





72 TAM169 074 白綺 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏


















































72 TAM170 099 黄綺 543,548年衣物疏,562年墓表,衣物疏





72 TAM174 005 白綺(衣) 高昌郡
72 TAM177 047(00) 烟色回文綺 高昌郡
72 TAM177 048(20) 菱文綺 高昌郡
72 TAM177 081(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 082(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 083(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 087(00) 深紅綺 高昌郡 平紋地5/1嵌合組織経向斜紋顕花(考古研)
72 TAM177 088(00) 浅黄色綺 高昌郡
72 TAM183 002 黄綺 唐西州
72 TAM183 005 黄色「人」字文綺 唐西州 平紋地2/1隔経顕花(考古研)
72 TAM186 006 宝藍色亀甲文綺 麹氏高昌

























72 TAM186 026 黄綺(裙) 麹氏高昌
72 TAM187 008 米黄色綺(裳) 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
72 TAM187 016 黄綺帯 687,743,744,742-743,689-704,744年文書





72 TAM187 173 紫綺 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
72 TAM187 206 紫菱文綺 687,743,744,742-743,689-704,744年文書










72 TAM187 C 黄色団花綾 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
1/3緯面斜紋3/1
経面斜紋(考古研,武92) 綾地綾(横) 『織繍』図103.





72 TAM189 002 緑色対波葡萄文綺 705,705-707,716,722年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM189 016 絵画綺
72 TAM189 032 黄緑綺
72 TAM189 034 黄綾

























72 TAM189 037 暈繝提花綾(暈繝彩条綾)
3/1斜紋地2/1
異向顕花(考古研) M189:7,20,28同文
72 TAM189 052 綾
72 TAM189 055 緑地彩条綾
72 TAM189 059 暈繝彩条綺
73 TAM191 084(0) 絞纈朶花綺 680,681年文書 平紋地3/1左向経面斜紋顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-7,8.
73 TAM191 118(2) 紅緑綺(百納袋) 680,681年文書
73 TAM191 129(0) 彩色暈繝柿蒂文綺 680,681年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
73 TAM196 015 褐色綺 唐西州
72 TAM204 017 菱文綺 648年文書,632墓誌
72 TAM204 057 絳綺 648年文書,632墓誌
72 TAM204 060 綺 648年文書,632墓誌
73 TAM206 000 柿蒂文綺 618,672-674,684年文書,633(墓誌より),689年墓誌
平織地3/1四枚
斜紋顕花(武92) 平地綾(横) 『織繍』図102.
73 TAM208 006 綺 653年墓誌
73 TAM211 004 黄色菱格文綺 唐西州 平紋地3/1右向経顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-3.
73 TAM213 035 黄緑双色閃花綾 唐西州 1/3緯面斜紋地3/1経面斜紋顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.190,図19-4,図版8-4.






























73 TAM213 054 熟褐色柿蒂文綺 唐西州 平紋地1/3緯浮顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-4,5.
73 TAM214 003 黄綺 665年墓誌
73 TAM214 101 花青色対波文綺 665年墓誌 平紋地1/3緯浮顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-6.










72 TAM217 009 緑綺 唐西州
72 TAM217 010 暈繝綺 唐西州
72 TAM218 009 暈繝提花綾 唐西州
72 TAM218 031 紫綾 唐西州
72 TAM218 032 藍綾 唐西州
73 TAM221 004 紅色亀甲文綺 644,648,647-649,650,652,678年文書,653年墓誌
平紋地1/3緯浮顕花
(考古研)









72 TAM223 006 菱文紅綾 708,723年文書





72 TAM226 021 暈繝彩条綺 722,723年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)

























72 TAM226 025 団花紅綺 722,723年文書
72 TAM226 027 白綺 722,723年文書
72 TAM226 030 天青綺 722,723年文書
72 TAM226 031 緑綺 722,723年文書
72 TAM227 004 暈繝彩条提花綾(裙) 唐西州
絹裏に益州都督府
の印
72 TAM227 016 緑綺(衣) 唐西州
72 TAM227 027 緑綺(褥) 唐西州
72 TAM227 029 暈繝彩条綺(被) 唐西州
72 TAM227 035 緑色菱格填花綺 唐西州 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM227 036 棕黄色菱文綺 唐西州 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM227 037 米黄色綺 唐西州
72 TAM229 012 綺 723年文書
73 TAM232 009 深藍地宝相花綺 唐西州(開元以前) 『新疆文物』3-4, p.190,図19-1,図版8-5.
72 TAM234 008 熟褐色七点梅花綺 唐西州







60 TAM307 011-2 棕色宝照文綺 632年文書 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM308 005/0 藍色連珠環文綺 588年文書 平地5/1経面斜紋(新疆博)

























60 TAM308 005/1 藍色文綺 588年文書 平地3/1経面斜紋(新疆博)










60 TAM309 036-0 棕紅色環文綺 麹氏衣物疏,551年頃(M303より)
平地3/1経面斜紋
(新疆博)
60 TAM309 045-0 棕紅色綺 麹氏衣物疏,551年頃(M303より)
平地5/1経面斜紋
(新疆博)
60 TAM312 016-1 桔黄色連珠套環文綺 麹氏高昌
平地3/1経面斜紋
(新疆博)




60 TAM313 016-2 原白色連珠文綺 548年衣物疏，598年文書 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM317 033-2 棕色綺 662墓表 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM319 棕色綺 麹氏高昌 平地5/1経面斜紋(新疆博)






























60 TAM326 007-2 棕色套環連珠文綺 551,583,584文書，586墓誌 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM326 007-3 桔黄色綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM326 007-4 黄色連珠圏文綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)








60 TAM326 012-3 姜黄色綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)




60 TAM329 022 原白色菱格文綺 麹氏高昌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM329 007-2 黄色文綺 麹氏高昌 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM329 007-3 棕色文綺 麹氏高昌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM335 011-0 回文綺 592年衣物疏 平紋三枚経斜紋(武62)
60 TAM335 014-0 連珠套環菱文綺 592年衣物疏 平紋三枚経斜紋(武62) 平地綾(横)
60 TAM335 015-2 原白色綺 592年衣物疏 平地5/1経面斜紋(新疆博)
































60 TAM338 023-1 棕色菱格文綺 625-664文書,667墓誌
平地3/1経面斜紋
(新疆博)
TAM340 003/0 黄色菱格文綺 唐西州 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM340 003/2 棕色菱格花草文綺 唐西州 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM340 012/0 黄色回文綺 唐西州 平地5/1経面斜紋(新疆博)
































64 TAM005 001 連珠猪頭文錦（連珠熊頭文錦） 668年文書
綾緯（斜紋緯錦，吐魯番
博） 綾緯（坂，本稿） 『吐魯番博物館』PL. 191.





















64 TAM031 015 対鳥「吉」字文錦 620年衣物疏 平経（三重三枚平紋経錦，新疆博) 平経(坂,横)
『シルクロード学研究』8, PL.99,100.
『文物』1973-10,図48.
64 TAM036 003 香色地瑞花錦 705年文書,713年墨書,714年墓誌













































66 TAM043 001 猪頭文錦 唐 『文物』1972-1,図57.
66 TAM044 023 亀背「王」字錦 655年墓誌 平経（経畦紋，新疆博) 平緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.83.『絲綢之路』図32. 図18














66 TAM048 007 藍地小団花錦 541,587年文書596,604,617年衣物疏 平経（経畦紋，新疆博)
66 TAM049 013 彩条錦 東晋
66 TAM050 027 「天王」錦 622文書 平経（経畦紋，新疆博) 経錦（経線顕花，張 『絲綢之路』図26.





66 TAM069 002 天馬騎士錦 唐
66 TAM070 012 対鳥文錦 唐 綾経（経斜紋，新疆博)
66 TAM073 025 小団花錦 623,627,636年文書M138と同文により 綾経（経斜紋，新疆博) M138:7,9と同文
67 TAM076 003 紅地団花文錦 唐 『絲綢之路』図39.





















































67 TAM084 005 鹿文錦（覆面） 唐,　574年文書 綾経（経斜紋，新疆博) 綾緯(横) 『絲綢之路』図33.







67 TAM090 025 套環樹文錦 558文書,568墓誌
67 TAM090 026 方格幾何文錦 558文書,568墓表
















67 TAM093 006 棋局文錦 702,703年文書


















































68 TAM103 000 人面獣身文錦 644文書 『文物』1972-1,図50.
68 TAM104 000 大紅地団花錦 唐 綾経(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.70,71b.












68 TAM108 005 彩条文錦 707,715文書,721年調布 綾経（斜紋経錦，張 『絲綢之路』図41.


















































69 TAM138 007/0-0 小団花錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博) M138:9と同文










69 TAM138 009/2-2 小団花錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博) M138:7と同文
69 TAM138 010/0-0 連珠立鳥文錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博)










69 TAM139 001 藍地棋局文錦 隋 綾緯（斜紋緯錦，張 『絲綢之路』図31. 図17
72 TAM150 013 連珠文錦 645年文書


















72 TAM152 012 連珠天馬文錦 566,577,594,645年文書
72 TAM153 017 土紅地四角花文錦 596,597年文書
































72 TAM154 002 褐地三葉文錦 621年文書
72 TAM155 003 菱形幾何文錦 621-625,627,629,631,633年文書
72 TAM155 005 幾何文錦 621-625,627,629,631,633年文書
平経（平紋経二重組織，
考古研)
72 TAM161 002 彩條錦 唐
72 TAM161 003 朱紅地連珠対馬文錦 唐












72 TAM169 016 緑地鳳花文錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏
72 TAM169 017 獣文錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏
72 TAM169 019 朱紅地錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏













































72 TAM169 050 紅地吉字錦(手套) 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏 『新疆文物』2000,3-4図版4-1.
M169:48,72(1)
-(3)同文





72 TAM170 011-(1) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 経錦（経二重組織，考古研)
M170:11-(2)と
縫い合わせ
72 TAM170 011-(2) 吹奏人物文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 平経（平紋経錦，考古研) 『新疆文物』2000-3,4,図版4-3.
M170:11-(1)と
縫い合わせ
72 TAM170 012-(0) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏
72 TAM170 014-(0) 緑地対鳥対羊灯樹文錦
543,548衣物疏
562墓表,衣物疏
72 TAM170 025-(0) 鶏鳴錦(枕) 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 経錦（経二重組織，考古研) 『新疆文物』2000-3,4,図版3-3.







72 TAM170 056-(0) 宝塔文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏
72 TAM170 060-(0) 紅地人面鳥獣文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏
平緯（1/1平紋緯二重，
考古研) 『新疆文物』2000,3-4,図版3-2.





































72 TAM170 069-(0) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 M170:85同文
72 TAM171 002 菱形幾何文錦 637文書,642墓誌
72 TAM175 003 連珠戴勝鳥文錦 唐西州 綾経（2/1斜紋経錦，考古研)
72 TAM177 033 紅黄双色錦 455墓誌(周 1980) 平経（経顕花平紋二重組織，考古研)
72 TAM177 038 紅地対鳥幾何文錦 455墓誌 平経（1/1平紋二重組織夾緯，考古研)





















72 TAM186 025-0 樹葉文錦 麹氏高昌 M186:28,42-44同文
72 TAM186 041-1 填花樹葉文錦 麹氏高昌 平経（平紋経二重組織，考古研)
72 TAM186 041-2 素地条文錦 麹氏高昌 平経（平紋経二重組織，考古研)
72 TAM187 024 黄緑条文錦 687～744文書
































72 TAM187 115 四葉彩条文錦 687～744文書












72 TAM189 006 大連珠文錦 705,705-707,716,722文書
72 TAM189 010 大連珠猪頭文錦 705,705-707,716,722文書 2/1斜紋二重組織（考古研)
72 TAM195 002 藏藍地連珠菱文錦 唐西州 綾緯（斜紋緯錦，考古研)
72 TAM195 003 大連珠文錦 唐西州 綾緯（五枚斜紋緯錦，考古研)
72 TAM195 004 菱形幾何文錦(褥) 唐西州 緯錦(考古研)
72 TAM200 004/0 「王」字連珠星月文錦 麹氏高昌
72 TAM200 004/3 「王」字菱格文錦 麹氏高昌
72 TAM200 005/0 黄地杯花鷹文錦 麹氏高昌 綾経（斜紋経錦，考古研)
72 TAM200 A 「王」字文錦 麹氏高昌
72 TAM200 B 紅地連珠亀甲星月文錦 麹氏高昌
平緯（平紋緯二重組織，
考古研)
72 TAM202 005 連珠変体如意巻草文錦
675文書,
664,677墓誌
72 TAM202 010 連珠戴勝鹿文錦 675文書,664,677墓誌
































72 TAM204 061 十字棋局文錦 632墓誌,648文書 経錦（経二重組織，考古研) M204:12,13,58同文
72 TAM205 007 絳地黄色套環対鳥文錦 620衣物疏
平緯（平紋緯二重組織，
考古研) 『新疆文物』2000-3,4,p.101図11-1.
72 TAM205 011 連環対鳥文錦 620衣物疏
72 TAM205 015 連珠圏幾何文錦(環点幾何文錦) 620衣物疏
平緯（平紋緯二重組織，
考古研) M205:5,57同文
72 TAM205 059 草葉吉字文錦(褥) 620衣物疏













73 TAM206 000/0 緑地団花錦(枕) 633年埋葬記録,689年墓誌 綾経（経顕花夾緯経二重2/1経面斜紋組織，武92) 綾緯(坂,横)
『織繍』図80.
『シルクロード学研究』8,PL.68.


















































73 TAM214 114 宝相団花文錦 665墓誌 綾経（経顕花夾緯経二重2/1経面斜紋組織，武92) 綾緯(坂,横,尾)
『織繍』図79.
『シルクロード学研究』8,PL.62,64a. 図47
72 TAM218 016 条文提花錦 唐西州
72 TAM226 032 団花幾何文錦 722,723文書
72 TAM226 033 絳地小団花文錦 722,723文書
72 TAM226 034 暈繝彩条文錦 722,723文書
72 TAM228 025 彩条錦(鞋) 731,733,744,742-755文書
72 TAM228 026 褐地錦(鞋) 731,733,744,742-755文書














































































59 TAM302 028 小団花文錦 637,649,650年文書,653年墓誌 綾経（二枚経斜紋，武62) 平経(横)
『文物』1960-6,カラー図版.
『文物精華』1963, p.15-1.






























60 TAM307 008 忍冬菱文錦 632年文書 平経（経畦紋，武62) 平経(,坂,横) 『シルクロード学研究』8,PL.94.
































60 TAM307 010 条帯連珠文錦 632年文書 平経（経畦紋，武62)
60 TAM308 029 棋局錦 588年文書 平経（経畦紋，武62)
























60 TAM315 018/2 海青色絲文小錦被 551年(M303より)
60 TAM315 028/1 菱花錦 551年(M303より) 平経（経畦紋，武62)
60 TAM315 028/2 獅文錦 551年(M303より) 平経（経畦紋，武62)
60 TAM317 031/1,2,3小団花錦 662年墓表






































60 TAM317 033/7 黄地球路套団花文錦 662年墓表 綾経（経二重夾緯3/1斜紋，新疆博)
60 TAM317 033/8 棕地菱格四弁花文錦 662年墓表 綾経（経二重3/1斜紋，新疆博)
60 TAM322 022/1 騎士文錦 663年墓誌 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.45,46.『織繍』図127. 図29
60 TAM322 022-1 鴛鴦文錦 663年墓誌 綾経（二枚経斜紋，武62) 在故宮博
















60 TAM323 010/0 彩条錦 587年文書 平経（経畦紋，武62)
60 TAM323 013/1 双鴨文錦 587年文書
60 TAM323 013/2 彩条錦 587年文書 平経（経畦紋，新疆博)
60 TAM323 013/3 連珠小花錦 587年文書 平経（経畦紋，武62) 平緯(坂)綾緯(横) 『シルクロード学研究』8, PL.32. 図31
























































60 TAM326 005/1 樹文錦 551,583,584文書,586墓誌
60 TAM327 001/0 幾何瑞花錦 655衣物疏
60 TAM327 002/3 鳥獣欄桿錦 655衣物疏
60 TAM328 005 獣文錦 北朝期 平経（経畦紋，武62)平緯（緯二重平紋，賈85）




60 TAM330 012-00 瑞花遍地錦 668,674年文書672年墓誌 綾経（経斜紋，武62) 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.90,92a.




































綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.87,89a. 図50
60 TAM331 004/1 獣頭錦 619年文書 綾経（二枚経斜紋，武62)綾経（2/1経面斜紋，新疆博)
60 TAM331 005/0 幾何瑞花錦 619年文書 綾経（二枚経斜紋，武62)綾経（2/1経面斜紋，新疆博) 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.88,89b. M331(2点)出土











60 TAM332 005/2 双鳥文錦 661,662,665年文書 綾経（2/1経面斜紋，新疆博)












60 TAM334 012 猪頭文錦
60 TAM334 020 鹿文錦 綾経（経斜紋，張)
60 TAM337 012-3 小宝相花文錦 568,649,650,656,663年文書,657年墓誌












































60 TAM337 015/0 騎士文錦 568,649,650,656,663年文書657年墓誌
綾経（二枚経斜紋，武62)綾
経（2/1経面斜紋，新疆博) 綾緯(横) 『文物』1962-7,8図4.
60 TAM338 016/2 連珠宝相花文錦 625～664文書,667墓誌
60 TAM338 022-1 幾何花卉文錦 625-664文書,667墓誌 平紋(新疆博)
60 TAM339 055/1,2 大吉錦(吉字文錦) 620年文書,626年墓表 平経（経畦紋，武62)








67 TAM379 002 連珠猪頭文錦 綾緯（坂，本稿）




























































79 TAM382 000 獣文錦(枕) 424,425,436,437,441年文書
TAM386 対馬錦 619墓誌（武2006） 綾経（武2006)
TAM507 000 双人対飲文錦 北朝末～隋 平経（1:2平紋経錦，趙99) 『織綉珍品』03.04『シルクロード学研究』8,p.156図21.
TAM507 000 連珠文錦（1） 北朝末～隋 平緯（Wu2006） 平緯（坂，本稿） "CAT&CEMA"fig.158
TAM507 000 連珠文錦（2） 北朝末～隋 平緯（Wu2006） 平緯（坂，本稿） "CAT&CEMA"fig.158
TAM519 000 対馬錦 『シルクロード学研究』8,p.156図20.
















75 TKM096 012 回文錦(鞋) 423,424,432年文書,425衣物疏











































* "CAT&CEMA"は Central Asian Textiles and Their Contexts in the Early Middle Ages , Abegg Stiftung, 2006を指す．
























72 TAM174 005 白綺(衣) 高昌郡
72 TAM177 047(00) 烟色回文綺 高昌郡
72 TAM177 048(20) 菱文綺 高昌郡
72 TAM177 081(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 082(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 083(00) 紅綺 高昌郡
72 TAM177 087(00) 深紅綺 高昌郡 平紋地5/1嵌合組織経向斜紋顕花(考古研)
72 TAM177 088(00) 浅黄色綺 高昌郡












60 TAM309 036-0 棕紅色環文綺 麹氏衣物疏,551年頃(M303より)
平地3/1経面斜紋
(新疆博)
60 TAM309 045-0 棕紅色綺 麹氏衣物疏,551年頃(M303より)
平地5/1経面斜紋
(新疆博)

















































72 TAM170 099 黄綺 543,548年衣物疏,562年墓表,衣物疏










72 TAM169 074 白綺 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏
60 TAM326 007-2 棕色套環連珠文綺 551,583,584文書，586墓誌 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM326 007-3 桔黄色綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM326 007-4 黄色連珠圏文綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
































60 TAM326 012-3 姜黄色綺 551,583,584文書，586墓誌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM308 005/0 藍色連珠環文綺 588年文書 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM308 005/1 藍色文綺 588年文書 平地3/1経面斜紋(新疆博)





60 TAM335 011-0 回文綺 592年衣物疏 平紋三枚経斜紋(武62)
60 TAM335 014-0 連珠套環菱文綺 592年衣物疏 平紋三枚経斜紋(武62) 平地綾(横)
60 TAM335 015-2 原白色綺 592年衣物疏 平地5/1経面斜紋(新疆博)




60 TAM313 016-2 原白色連珠文綺 548年衣物疏，598年文書 平地5/1経面斜紋(新疆博)
72 TAM186 006 宝藍色亀甲文綺 麹氏高昌
72 TAM186 026 黄綺(裙) 麹氏高昌
60 TAM312 016-1 桔黄色連珠套環文綺 麹氏高昌
平地3/1経面斜紋
(新疆博)
























60 TAM319 棕色綺 麹氏高昌 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM329 022 原白色菱格文綺 麹氏高昌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM329 007-2 黄色文綺 麹氏高昌 平地5/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM329 007-3 棕色文綺 麹氏高昌 平地3/1経面斜紋(新疆博)
















68 TAM099 001 連珠套環綺 631文書 平紋地斜紋起花(新疆博)
平地綾(横)平織
斜紋起花(張) 『絲綢之路』図47.
60 TAM307 011-2 棕色宝照文綺 632年文書 平地3/1経面斜紋(新疆博)
72 TAM151 030 紫綺 609,613-618,644年文書,620年墓誌,衣物疏
72 TAM151 031 黄綺 609,613-618,644年文書,620年墓誌,衣物疏
72 TAM204 017 菱文綺 648年文書,632墓誌
72 TAM204 057 絳綺 648年文書,632墓誌
72 TAM204 060 綺 648年文書,632墓誌
73 TAM208 006 綺 653年墓誌
























60 TAM317 033-2 棕色綺 662墓表 平地5/1経面斜紋(新疆博)












73 TAM214 003 黄綺 665年墓誌
73 TAM214 101 花青色対波文綺 665年墓誌 平紋地1/3緯浮顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-6.










60 TAM338 023-1 棕色菱格文綺 625-664文書,667墓誌
平地3/1経斜紋
(新疆博)
73 TAM221 004 紅色亀甲文綺 644,648,647-649,650,652,678年文書,653年墓誌
平紋地1/3緯浮顕花
(考古研)








73 TAM191 084(0) 絞纈朶花綺 680,681年文書 平紋地3/1左向経面斜紋顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-7,8.
























73 TAM191 118(2) 紅緑綺(百納袋) 680,681年文書
73 TAM191 129(0) 彩色暈繝柿蒂文綺 680,681年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
64 TAM029 039 杏黄色綺 672,675,682,685年文書 平紋地経綫起花(新疆博)
73 TAM206 000 柿蒂文綺 618,672-674,684年文書,633(墓誌より),689年墓誌
平織地3/1四枚
斜紋顕花(武92) 平地綾(横) 『織繍』図102.
72 TAM167 012 暈繝細綾 唐西州
72 TAM183 002 黄綺 唐西州
72 TAM183 005 黄色「人」字文綺 唐西州 平紋地2/1隔経顕花(考古研)
73 TAM196 015 褐色綺 唐西州
73 TAM211 004 黄色菱格文綺 唐西州 平紋地3/1右向経顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-3.
73 TAM213 035 黄緑双色閃花綾 唐西州 1/3緯面斜紋地3/1経面斜紋顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.190,図19-4,図版8-4.





73 TAM213 054 熟褐色柿蒂文綺 唐西州 平紋地1/3緯浮顕花(考古研)
『新疆文物』3-4,
 p.189,図18-4,5.
72 TAM217 009 緑綺 唐西州
72 TAM217 010 暈繝綺 唐西州
72 TAM218 009 暈繝提花綾 唐西州
72 TAM218 031 紫綾 唐西州
























72 TAM218 032 藍綾 唐西州
72 TAM227 004 暈繝彩条提花綾(裙) 唐西州
絹裏に益州都督府
の印
72 TAM227 016 緑綺(衣) 唐西州
72 TAM227 027 緑綺(褥) 唐西州
72 TAM227 029 暈繝彩条綺(被) 唐西州
72 TAM227 035 緑色菱格填花綺 唐西州 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM227 036 棕黄色菱文綺 唐西州 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM227 037 米黄色綺 唐西州
73 TAM232 009 深藍地宝相花綺 唐西州(開元以前) 『新疆文物』3-4, p.190,図19-1,図版8-5.
72 TAM234 008 熟褐色七点梅花綺 唐西州




TAM340 003/0 黄色菱格文綺 唐西州 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM340 003/2 棕色菱格花草文綺 唐西州 平地3/1経面斜紋(新疆博)
60 TAM340 012/0 黄色回文綺 唐西州 平地5/1経面斜紋(新疆博)










































72 TAM189 002 緑色対波葡萄文綺 705,705-707,716,722年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM189 016 絵画綺 705,705-707,716,722年文書
72 TAM189 032 黄緑綺 705,705-707,716,722年文書
72 TAM189 034 黄綾 705,705-707,716,722年文書
72 TAM189 037 暈繝提花綾(暈繝彩条綾) 705,705-707,716,722年文書
3/1斜紋地2/1
異向顕花(考古研) M189:7,20,28同文
72 TAM189 052 綾 705,705-707,716,722年文書
72 TAM189 055 緑地彩条綾 705,705-707,716,722年文書
72 TAM189 059 暈繝彩条綺 705,705-707,716,722年文書
72 TAM223 006 菱文紅綾 708,723年文書
72 TAM226 021 暈繝彩条綺 722,723年文書 平紋地3/1逐経顕花(考古研)
72 TAM226 025 団花紅綺 722,723年文書
























72 TAM226 027 白綺 722,723年文書
72 TAM226 030 天青綺 722,723年文書
72 TAM226 031 緑綺 722,723年文書
72 TAM229 012 綺 723年文書
72 TAM187 008 米黄色綺(裳) 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
72 TAM187 016 黄綺帯 687,743,744,742-743,689-704,744年文書





72 TAM187 173 紫綺 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
72 TAM187 206 紫菱文綺 687,743,744,742-743,689-704,744年文書










72 TAM187 C 黄色団花綾 687,743,744,742-743,689-704,744年文書
1/3緯面斜紋3/1
経面斜紋(考古研,武92) 綾地綾(横) 『織繍』図103.










































66 TAM049 013 彩条錦 東晋
75 TKM096 012 回文錦(鞋) 423,424,432年文書,425衣物疏
79 TAM382 000 獣文錦(枕) 424,425,436,437,441年文書
60 TAM328 005 獣文錦 北朝期 平経（経畦紋，武62)平緯（緯二重平紋，賈85）
72 TAM177 033 紅黄双色錦 455墓誌(周 1980) 平経（経顕花平紋二重組織，考古研)
72 TAM177 038 紅地対鳥幾何文錦 455墓誌 平経（1/1平紋二重組織夾緯，考古研)




























































































































60 TAM315 018/2 海青色絲文小錦被 551年(M303より)
60 TAM315 028/1 菱花錦 551年(M303より) 平経（経畦紋，武62)
60 TAM315 028/2 獅文錦 551年(M303より) 平経（経畦紋，武62)
72 TAM170 011-(1) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 経錦（経二重組織，考古研)
M170:11-(2)と
縫い合わせ
72 TAM170 011-(2) 吹奏人物文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 平経（平紋経錦，考古研) 『新疆文物』2000-3,4,図版4-3.
M170:11-(1)と
縫い合わせ
72 TAM170 012-(0) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏
72 TAM170 014-(0) 緑地対鳥対羊灯樹文錦
543,548衣物疏
562墓表,衣物疏
72 TAM170 025-(0) 鶏鳴錦(枕) 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 経錦（経二重組織，考古研) 『新疆文物』2000-3,4,図版3-3.







72 TAM170 056-(0) 宝塔文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏


































72 TAM170 060-(0) 紅地人面鳥獣文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏
平緯（1/1平紋緯二重，
考古研) 『新疆文物』2000,3-4,図版3-2.





72 TAM170 069-(0) 樹葉文錦 543,548衣物疏562墓表,衣物疏 M170:85同文










72 TAM186 025-0 樹葉文錦 麹氏高昌 M186:28,42-44同文
72 TAM186 041-1 填花樹葉文錦 麹氏高昌 平経（平紋経二重組織，考古研)
72 TAM186 041-2 素地条文錦 麹氏高昌 平経（平紋経二重組織，考古研)









































67 TAM090 025 套環樹文錦 558文書,568墓誌
67 TAM090 026 方格幾何文錦 558文書,568墓表












72 TAM169 016 緑地鳳花文錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏
72 TAM169 017 獣文錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏
72 TAM169 019 朱紅地錦 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏














































72 TAM169 050 紅地吉字錦(手套) 558年墓表,衣物疏,576年衣物疏 『新疆文物』2000,3-4図版4-1.
M169:48,72(1)
-(3)同文





60 TAM326 005/1 樹文錦 551,583,584文書,586墓誌
60 TAM323 010/0 彩条錦 587年文書 平経（経畦紋，武62)
60 TAM323 013/1 双鴨文錦 587年文書
60 TAM323 013/2 彩条錦 587年文書 平経（経畦紋，新疆博)
60 TAM323 013/3 連珠小花錦 587年文書 平経（経畦紋，武62) 平緯(坂)綾緯(横) 『シルクロード学研究』8, PL.32.
60 TAM308 029 棋局錦 588年文書 平経（経畦紋，武62)
64 TAM018 005 「胡王」錦 589年墓誌 平経（三重三枚平紋経錦，新疆博)
平経（平紋経錦，
張)平経(横) 『文物』1973-10,図版1-2. M169:14と同文
TAM507 000 双人対飲文錦 北朝末～隋 平経（1:2平紋経錦，趙99) 『織綉珍品』03.04『シルクロード学研究』8,p.156図21.
TAM507 000 連珠文錦（1） 北朝末～隋 平緯（Wu2006） 平緯（坂，本稿） CAT&TCEM fig. 158
TAM507 000 連珠文錦（2） 北朝末～隋 平緯（Wu2006） 平緯（坂，本稿） CAT&TCEM fig. 158


































72 TAM153 017 土紅地四角花文錦 596,597年文書







69 TAM139 001 藍地棋局文錦 隋 綾緯（斜紋緯錦，張 『絲綢之路』図31.
66 TKM303 000 連珠天馬文錦 麹氏高昌 綾緯（斜紋緯錦，吐魯番博) 綾緯（坂，本稿） 『吐魯番博物館』PL. 141.













66 TAM048 007 藍地小団花錦 541,587年文書596,604,617年衣物疏 平経（経畦紋，新疆博)






TAM386 対馬錦 619墓誌（武2006） 綾経（武2006）
60 TAM331 004/1 獣頭錦 619年文書 綾経（二枚経斜紋，武62)綾経（2/1経面斜紋，新疆博)
60 TAM331 005/0 幾何瑞花錦 619年文書 綾経（二枚経斜紋，武62)綾経（2/1経面斜紋，新疆博) 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.88,89b. M331(2点)出土
64 TAM031 015 対鳥「吉」字文錦 620年衣物疏 平経（三重三枚平紋経錦，新疆博) 平経(坂,横)
『シルクロード学研究』8, PL.99,100.
『文物』1973-10,図48.


































72 TAM205 007 絳地黄色套環対鳥文錦 620衣物疏
平緯（平紋緯二重組織，
考古研) 『新疆文物』2000-3,4,p.101図11-1.
72 TAM205 011 連環対鳥文錦 620衣物疏
72 TAM205 015 連珠圏幾何文錦(環点幾何文錦) 620衣物疏
平緯（平紋緯二重組織，
考古研) M205:5,57同文
72 TAM205 059 草葉吉字文錦(褥) 620衣物疏
72 TAM154 002 褐地三葉文錦 621年文書
66 TAM050 027 「天王」錦 622文書 平経（経畦紋，新疆博) 経錦（経線顕花，張 『絲綢之路』図26.
60 TAM339 055/1,2 大吉錦(吉字文錦) 620年文書,626年墓表 平経（経畦紋，武62)





72 TAM200 004/0 「王」字連珠星月文錦 麹氏高昌
72 TAM200 004/3 「王」字菱格文錦 麹氏高昌
72 TAM200 005/0 黄地杯花鷹文錦 麹氏高昌 綾経（斜紋経錦，考古研)
72 TAM200 A 「王」字文錦 麹氏高昌
72 TAM200 B 紅地連珠亀甲星月文錦 麹氏高昌
平緯（平紋緯二重組織，
考古研)













































60 TAM307 010 条帯連珠文錦 632年文書 平経（経畦紋，武62)
60 TAM307 008 忍冬菱文錦 632年文書 平経（経畦紋，武62) 平経(,坂,横) 『シルクロード学研究』8,PL.94.
72 TAM155 003 菱形幾何文錦 621-625,627,629,631,633年文書
72 TAM155 005 幾何文錦 621-625,627,629,631,633年文書
平経（平紋経二重組織，
考古研)







66 TAM073 025 小団花錦 623,627,636年文書M138と同文により 綾経（経斜紋，新疆博) M138:7,9と同文





69 TAM138 007/0-0 小団花錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博) M138:9と同文









69 TAM138 009/2-2 小団花錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博) M138:7と同文
69 TAM138 010/0-0 連珠立鳥文錦 623,627,636年文書 綾経（経斜紋，新疆博)












































72 TAM175 003 連珠戴勝鳥文錦 唐西州 綾経（2/1斜紋経錦，考古研)
67 TAM084 005 鹿文錦（覆面） 唐,　574年文書 綾経（経斜紋，新疆博) 綾緯(横) 『絲綢之路』図33.
72 TAM171 002 菱形幾何文錦 637文書,642墓誌















66 TAM069 002 天馬騎士錦 唐













68 TAM103 000 人面獣身文錦 644文書 『文物』1972-1,図50.




















































72 TAM150 013 連珠文錦 645年文書
72 TAM152 012 連珠天馬文錦 566,577,594,645年文書
72 TAM161 002 彩條錦 唐
72 TAM161 003 朱紅地連珠対馬文錦 唐
72 TAM204 061 十字棋局文錦 632墓誌,648文書 経錦（経二重組織，考古研) M204:12,13,58同文







































































59 TAM302 028 小団花文錦 637,649,650年文書,653年墓誌 綾経（二枚経斜紋，武62) 平経(横)
『文物』1960-6,カラー図版.
『文物精華』1963, p.15-1.
TAM519 000 対馬錦 『シルクロード学研究』8,p.156図20.
66 TAM044 023 亀背「王」字錦 655年墓誌 平経（経畦紋，新疆博) 平緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.83.『絲綢之路』図32.
60 TAM327 001/0 幾何瑞花錦 655衣物疏
60 TAM327 002/3 鳥獣欄桿錦 655衣物疏





66 TAM070 012 対鳥文錦 唐 綾経（経斜紋，新疆博)
67 TAM076 003 紅地団花文錦 唐 『絲綢之路』図39.












































60 TAM317 031/1,2,3小団花錦 662年墓表






60 TAM317 033/7 黄地球路套団花文錦 662年墓表 綾経（経二重夾緯3/1斜紋，新疆博)
60 TAM317 033/8 棕地菱格四弁花文錦 662年墓表 綾経（経二重3/1斜紋，新疆博)
66 TAM043 001 猪頭文錦 唐 『文物』1972-1,図57.
60 TAM322 022/1 騎士文錦 663年墓誌 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.45,46.『織繍』図127.
60 TAM322 022-1 鴛鴦文錦 663年墓誌 綾経（二枚経斜紋，武62) 在故宮博




































































60 TAM334 012 猪頭文錦
60 TAM334 020 鹿文錦 綾経（経斜紋，張)


































60 TAM337 012-3 小宝相花文錦 568,649,650,656,663年文書,657年墓誌












60 TAM337 015/0 騎士文錦 568,649,650,656,663年文書657年墓誌
綾経（二枚経斜紋，武62)綾
経（2/1経面斜紋，新疆博) 綾緯(横) 『文物』1962-7,8図4.
68 TAM104 000 大紅地団花錦 唐 綾経(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.70,71b.










60 TAM332 005/2 双鳥文錦 661,662,665年文書 綾経（2/1経面斜紋，新疆博)














































73 TAM214 114 宝相団花文錦 665墓誌 綾経（経顕花夾緯経二重2/1経面斜紋組織，武92) 綾緯(坂,横,尾)
『織繍』図79.
『シルクロード学研究』8,PL.62,64a.
60 TAM338 016/2 連珠宝相花文錦 625～664文書,667墓誌
60 TAM338 022-1 幾何花卉文錦 625-664文書,667墓誌 平紋(新疆博)
















64 TAM005 001 連珠猪頭文錦（連珠熊頭文錦） 668年文書 綾緯（斜紋緯錦，吐魯番博） 綾緯（坂，本稿） 『吐魯番博物館』PL. 191.
67 TAM379 002 連珠猪頭文錦（連珠熊頭文錦） 綾緯（坂，本稿）


































60 TAM330 012-00 瑞花遍地錦 668,674年文書672年墓誌 綾経（経斜紋，武62) 綾緯(坂,横) 『シルクロード学研究』8, PL.90,92a.














72 TAM202 005 連珠変体如意巻草文錦
675文書,
664,677墓誌
72 TAM202 010 連珠戴勝鹿文錦 675文書,664,677墓誌


























































73 TAM206 000/0 緑地団花錦(枕) 633年埋葬記録,689年墓誌 綾経（経顕花夾緯経二重2/1経面斜紋組織，武92) 綾緯(坂,横)
『織繍』図80.
『シルクロード学研究』8,PL.68.
















67 TAM093 006 棋局文錦 702,703年文書





















































64 TAM036 003 香色地瑞花錦 705年文書,713年墨書,714年墓誌





68 TAM108 005 彩条文錦 707,715文書,721年調布 綾経（斜紋経錦，張 『絲綢之路』図41.







72 TAM189 006 大連珠文錦 705,705-707,716,722文書
72 TAM189 010 大連珠猪頭文錦 705,705-707,716,722文書 2/1斜紋二重組織（考古研)
72 TAM195 002 藏藍地連珠菱文錦 唐西州 綾緯（斜紋緯錦，考古研)
72 TAM195 003 大連珠文錦 唐西州 綾緯（五枚斜紋緯錦，考古研)


































72 TAM195 004 菱形幾何文錦(褥) 唐西州 緯錦(考古研)
72 TAM226 032 団花幾何文錦 722,723文書
72 TAM226 033 絳地小団花文錦 722,723文書
72 TAM226 034 暈繝彩条文錦 722,723文書
72 TAM187 024 黄緑条文錦 687～744文書
72 TAM187 115 四葉彩条文錦 687～744文書



















72 TAM218 016 条文提花錦 唐西州
72 TAM228 025 彩条錦(鞋) 731,733,744,742-755文書


































72 TAM228 026 褐地錦(鞋) 731,733,744,742-755文書




























表3. トゥルファン出土染織資料（年代順） 30 / 30
